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１．会場：かでる 2.7（北海道立道民活動センター） 
〒060-0002 北海道札幌市中央区北２条⻄７丁⽬ 道⺠活動センタービル 

 
＜最寄りの交通機関等からのアクセス＞ 

l JR 札幌駅南⼝：徒歩 13 分 

l 札幌市営地下鉄： 

さっぽろ駅（10 番出⼝）：徒歩 9 分 

⼤通駅（2 番出⼝）：徒歩 11 分 

⻄ 11 丁⽬駅（4 番出⼝）：徒歩 11 分 

l 道庁正⾨前停留所（中央バス・北都交通）：徒歩 5 分 

l 新千歳空港とのアクセス 

JR 快速エアポート：新千歳空港 ⇔ 札幌駅 40 分程度 

空港連絡バス（北海道中央バス・北都交通）：新千歳空港 ⇔ 道庁正⾨前 80 分程度 

＜駐車場（駐車可能台数：約 50 台）＞ 

出⼊⼝は建物の北側、北 3 条通りにあります。利⽤料⾦は、各⾃でご負担ください。 

区分 料⾦ 

8 時 30 分〜21 時 30 分 基本料⾦：最初の 1 時間まで 300 円 

超過料⾦：以降 30 分毎 150 円 

当⽇最⼤料⾦：1,500 円（連続 5 時間以上の場合） 

21 時 30 分〜翌⽇ 8 時 30 分（閉鎖） 泊まり料⾦：610 円 
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．  
⽇と 、 は 前 9 時 10 分 り ます。⼤ 1 ⽇⽬（3 23 ⽇）と 2 ⽇⽬（3 24 ⽇）で

場所 ります。 出⼊⼝ の の に っ ご 動ください。 

1 ⽇⽬（3 23 ⽇）：1 、 ール 

2 ⽇⽬（3 24 ⽇）：7 、750  

ー ー （ ） ます。 ・所 ご ⼊の上、⼤ 中は ⽤ください。当

⽇ の は に いください。 

．  
場は です。 当 分 の の 物 に い は、 場 で です。1 ⽇⽬の

、 前 には、 ン タ の時間に 8 820 に 当 ます。

い い 2 ⽇⽬の 当は、各⾃でご ください。 

． 会 
1 ⽇⽬（3 23 ⽇）18 時 30 分 （北海道札幌市中央区中 1−20）で います。 

l 場はありま 。タクシー 捕まりにくい状況です。 共交通 のご利⽤ 推奨い ます。 

l 地下鉄南北線：さっぽろ駅 ⇔ 中 駅 3 番出⼝ 徒歩 5 分 

l 徒歩： 場（ でる 2.7） り 2.5 km、35 分 

． ー  
2 ⽇⽬（3 24 ⽇） 前のワークショップは座学中⼼で います。軽く⾝体 動 す場 あります 、

普段 のまま プログ と っ ります。 

． 動 動  
この第 36回 ンニング学 ⼤ は、健康運動 導⼠及び健康運動実践 導 の登録更新に 要 履 単位

と 講義 3.0単位 認め れます（認定番号：246050）。認定希望 は、健康運動 導⼠ ま は健康運動

実践 導 ご持 の上、⼤ 本部（8 810 議 A） 越 ください。 

．  
現地対 催で、オン ン＆アー ブ 信は いま 。 

． ン ン 会 会  
〒061-0293 北海道⽯狩郡当別町⾦沢 1757 

北海道医療⼤学 運動科学研究室内（担当：井上恒志郎） 

Email: run36hsuh@gmail.com 
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 （ ⼤学） 

ンニング学  

 

 に ・⽇本 で第 1 回⼤ 催 ンニング学 は、 の 、 、 ⻄、 、北
信越、中 と⽇本各地で 催 、 いに北海道に り ま 。毎 る地 で 催するの ンニ
ング学 の であり、 に る ン ーの さ と いで るの 、学 の の
です。 
 中、新 に 登 で⼤地 ま 。この 出する には、いまだ の
は で い い状況です。 ン ーにとっ 、 ンニングは⽇ 活の 部であり、 活 の

だと います。 ンニングは と り くの活動 され、 の 持・ まま い状況は、
するだ で め れます。学 催時の には、 で ・ でいること る
りです。 

 さ 、初の北海道での 催と っ 第 36 回 ンニング学 ⼤ では、 ンの とは：
ン の と ン ⽇本の 活 に 新 ー に います。 ・

の対 と まっ 北海道 ン るこの地 では、 オ ン ック に
タ ー ・ ー と りま 。これまでの ン対 の 基に、 れ ま

までの 、 の にある ン の 活 の道 、 ン ーと 、 にす
る と 、 導 ・ と プログ です。学 に される にとっ

は、 れ れの 位 共 り、 の で ンニングの 認 りする に ること
っ います。 ⾃⾝ の さ と に、ワクワク 学 で いと っ います。 

 い中、講 ・登 くださる には、この場 り 上 ます。 いス ー
ーに まりい だ るの 、⼤ の のご ・交 の 物である、と い ま

す。最 に りま 、⼤ 催に ご い だい は め、 上 実 、
実 の 、 北海道の ン ー、 の に め 上 ます。 
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北海道 ⼤学  

 

 第 36回 ンニング学 、北の⼤地北海道札幌で 催されることに りま 。北海道での 催は、本学
に い は め とい ことで、道 のスタッ の協 の と、 丸と っ 、この学 の めに
め ま 。 

 、2021 オ ン ックの ンに い 、 の 流 ン ー 、札幌市中⼼部 周回する
42・195キロ 駆 抜 、コロ 禍ではあっ のの、沿道の 衆に くの 動 与 憶はまだまだ新
い の あります。オ ン ックの ンに い は、2004 のア 最 に くメダル 遠ざ

っ います 、前回の地 催で得 れ 反省 、 催される オ ン ック ン
にむ の に されるの 、本⼤ で⽇本陸連の 化スタッ 学 経験 話題 供 い
だく予定です。 
 ま 北海道 代表する北海道 ンは、ご存 の通り では唯 の の 認 ンと 君臨

ま 。コロ 禍に っ 2回の中⽌ あっ のの、 で第 38回⽬と り、ほぼ ンニング学 と
共に歩 で とい るで ょ 。北海道では、 ンシーズンである冬に⾛れ いといっ 地 性
あります 、 れ りはむ ろオ ン ック 期に 催されること 考 ると、

ンの意義 認 され あり、 れと同時に北海道 ンの存在 値 り 層⾼まり あります。
本⼤ では北海道 ンの ンに ォー ス あ 、 の に い 議論い ます。 
 最 に ります 、昨 の ンニングブー は、将来に の 化と ますます いく
のと われます。⼤学の は ろ のこと、さまざま ス ージで活躍され いる 導 、 、あ
るいは市⺠ ン ー 中⼼と くの に い だ 、わ 雪景⾊ 残る札幌の街で、
是⾮と 有意義で熱い議論 い だ れ 幸いです。 
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【第 1日目】 3 月 23 日(土) 総合司会：瀧澤 一騎（身体開発研究機構） 
時間 プログラム 演者 会場 

9:10 ～ 9:40 受付 
 

展示 
9:40 ～ 9:45 開会式 大会長挨拶 820 
9:45 ～ 10:15 2022年度優秀賞講演 

① 第35回大会優秀発表賞A：Arch height flexibility
とランニング中の足底腱膜張力は関連する 
② 第35回大会優秀発表賞B：産前産後の市民マラソ
ンランナーのステップエクササイズ～事例紹介～ 

 
① 高林 知也（新潟医療福祉大学） 
 
② 佐藤 紀子（福岡大学） 

座長：山内 武（大阪学院大学） 

 
820 

10:15 ～ 11:00 プロジェクト事業報告 
① 厚底シューズの影響 
② クラブマネジメント 
③ ハーフマラソン 

 
① 山内 武（大阪学院大学） 
② 菅谷 美沙都（上武大学） 
③ 鍋倉 賢治（筑波大学） 

座長：丹治 史弥（東海大学） 

 
820 

11:10 ～ 12:40 特別講演Ⅰ 
① ウルトラマラソンの落とし穴、―サブスリーの医
師が体験した合併症からの回復― 
② 心臓病と走る 
死の深淵からジョグして逃げる新聞記者の話 

 
① 秋野 文臣（斗南病院泌尿器科） 
 
② 神村 正史（朝日新聞記者） 

座長：岩山 海渡（天理大学） 

 
820 

12:40 ～ 13:40 ランチタイム：協賛企業紹介・昼休憩 
 

820 
13:40 ～ 15:40 シンポジウムⅠ 

夏の北海道マラソンの意義について再考する！ 
 
作田 徹（作.AC北海道監督） 
井上 恒志郎（北海道医療大学） 
土橋 康平（北海道教育大学） 

座長：髙田 由基（愛知学泉大学） 

 
820 

15:50 ～ 16:40 特別講演Ⅱ 
東京マラソンにおける現状と課題および今後の展望 
：街づくりとスポーツの観点から 

 
早野 忠昭（東京マラソン財団理事長） 

座長：鍋倉 賢治（筑波大学） 

 
820 

16:50 ～ 18:00 一般研究発表（B発表）・ポスター発表 
ショートプレゼン（820）＆自由討論（710） 

 
座長：足立 哲司（大阪体育大学） 

 
820/710 

18:30 ～ 20:30 懇親会 
 

豊平館 
【第２日目】 3 月 24 日(日) 

時間 プログラム 演者 会場 
9:10 ～ 受付 

 
750 

9:40 ～ 11:30 一般研究発表（A発表）・口頭発表 
10分発表、5分質疑応答 

座長：三本木 温（山梨学院大学） 
佐藤 善人（東京学芸大学） 

座長：得居 雅人（九州共立大学） 
   岡田 英孝（電気通信大学） 
座長：瀧澤 一騎（身体開発研究機構） 
   山内 武 （大阪学院大学） 

820 
 
730 
 

大会議 

11:40 ～ 12:30 ワークショップ 
① ランニング効率アップのための秘訣 
：ナンバ走り！ 

② ヨガで整う ランニングヨガ 

 
① 矢野 龍彦（桐朋学園大学元教授） 

司会：杉山 喜一（北海道教育大学） 
② 山口 伸枝（ヨガインストラクター） 

司会：河合 美香（龍谷大学） 

 
①820 
 

②730 

12:40 ～ 13:40 総会 
 

大会議 
13:40 ～ 14:30 昼休憩 

  

14:30 ～ 16:30 シンポジウムⅡ（市民公開パネルディスカッション） 
マラソン強国日本の復活に向けて 
：パリオリンピックマラソンへの挑戦 

 
高岡 寿成（日本陸上競技連盟） 
山口 明彦（北海道医療大学） 
前河 洋一（国際武道大学） 

座長：杉山 喜一（北海道教育大学） 

 
大会議 

16:30 ～ 閉会式・表彰 学会長挨拶 大会議 
 ※ 展示：1階展示ホール、大会議：4階大会議室、710：710会議室、730：730研修室、820：820研修室 
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表 ー  

表は、下 の 2 の ー（A 表・B 表） あります。 

： （ ） 

    … する 、 定のオ ジ ル 表する の 。 

： （ ） 

    …オ ジ ル の有 に わ 、有⽤と われる の  

 

表の ・時間  

A 表（⼝ ） 

 1題⽬に 、 表 10 分、 5 分の 15 分です。 

 座 の に っ 表 ください。 

8 分で ル 1回、10 分で ル 2回、15 分で ル 3回 ます。 

 表には、⼤ ⽤意 PC（Windows 10、Office 2021） ご ⽤ください。 

表時間の有 活⽤の め、 の PC 持 での 表は りさ い だ ます。 

 表 ータは、USBメ に⼊れ ご持 ください。 

 表 ータは、⼤ 1 ⽇⽬ 3 23 ⽇（ ）9 時 40 分〜18 時 00 分に、730 に の⼤

⽤意 PC にご 出・ 存 、動 認 ください。PC は 表 場 に 3 ます。間

いの い に 出・ 存 ください。 

 

B 表（ポスター） 

 表 場（820 ）で 表 に る 1 分間のショートプ ン ーション い、 の 、ポスター

場（710 議 ）に ⾃ 論と ます。 

 ポスター ズは A0 ズ（841 mm 1,189 mm） ⽬ と 、 100cm、 160cm の ルに まる

のと ます。 

 は各⾃ っ ください。 

 ポスターは、 と 3 23 ⽇（ ）9 時 40 分〜12 時 40 分に、ご⾃⾝の 題番号の ルに っ

ください。 

 ポスターは、3 24 ⽇（⽇）15 時 00 分までに す に ください。 

 ポスター の めの道 は⼤ で ます。 
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ン ン

 表の 録 ンニング学 に い ます。下 に留意 録 ください。 

 

  

、Google Form で 出 ください。 

URL：https://forms.gle/LJs1Hq1dS6JB4yPm9 

QRコー ： に  

出期 ：4 12 ⽇（⾦） 出 、期 まで です。 

出 、 出 のコ ー メールア ス に 信されます。 

い合 ：第 36回 ンニング学 ⼤ （run36hsuh@gmail.com） 

 

 のス  

・ ンニング学 は B5 です。 

・ ズは 10 ポ ントに ります。 

・本 は下 の通りです。 

1） 録 1 ージに まる場合、本 の は 1,000 以 （ 表 む）に ください。 

2）1 ージに ま い場合、2 ージ（2,350 当、 表 む） 分に活⽤ ください。 

 2 ージに まる ください。 

3） 表 ⼊れる場合は、 表ス ース分の 本 の ください。 

 

  

・本 と、 表・ の ルは に ・ 出 ください。 

・本 は、Microsoft Word（.docx） くは キスト ル（.txt）で ください。 

・ 表・ は、本 とは に、オ ジ ル の ルと PDF ルの ご 出ください。 

 

  

・以下のスタ ルで ください。 

1）1 ⽬にタ トル 

2）1 空 表 び所 （共同 表 む） 

3）1 空 キーワー  

4）1 空 本  

 

 の  

期⽇までに 録のご 出 い場合、 ンニング学 には されま 。 
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3月 23日(土) 9:45 ～ 10:15 『2022年度優秀賞講演』 座長：山内 武（大阪学院大学） 

 

   

 

 （ ） 

 

：  

 

⽬ 部アー の （Arch height index：AHI） び さ（Arch height flexibility：AHF） 、
ンニング中の と 連する 。 健 性 22 対 と 。体 の 50

時のアー ⾼と ⽤い AHI 出 、体 の 10 び 50 時のアー ⾼ ⽤い AHF

出 。 ンニング中の反 ー ー位 動 で 定 、 反 の ーメントアー と
反 ⽤い 定 化 。 ア ンの ⽤い 、AHI と の ーク値、

AHF と の ーク値の 連性 。 AHI と の ーク値は有意 連
性は認め っ 。 で、AHF と の ーク値の間に有意 正の 認め（r = 0.57 p 

< 0.01）、AHF ⾼い（ で 部アー 下降 すい） ほ ンニング中の ⾼い値
。 論 AHF ⾼い ン ーは すい 性 ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ か  ）  

2012年 3⽉ 新潟医療福祉⼤学 医療技術学部 理学療法学科 卒業 理学療法⼠資格取得 
2014年 3⽉ 新潟医療福祉⼤学⼤学院 医療福祉学研究科 保健学専攻 修⼠課程 修了 
2017年 4⽉ 新潟医療福祉⼤学 医療技術学部 理学療法学科 助⼿ 
2017年 4⽉ 新潟医療福祉⼤学 医療技術学部 理学療法学科 助教 
2017年 3⽉ 新潟医療福祉⼤学⼤学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 博⼠後期課程 修了 
2021年 4⽉ 新潟医療福祉⼤学 リハビリテーション学部 理学療法学科 講師 
2022年 2⽉ 基礎理学療法専⾨理学療法⼠ 取得 
近年、健康志向の⾼まりから年齢男⼥問わずランニング愛好者が増加しています。しかし、
ランニング障害の発⽣率も増加しています。ランニング障害に関する研究は国内外で報告され
ていますが、いまだ障害発⽣メカニズムや予防法は完全に確⽴していません。そこで、「ラン
ニング障害予防」を⼤きなテーマとし、⾜部の評価⽅法やランニング中における⾜部の細かい
動きや、膝の負荷を検証しています。 
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 （ ）  （ ）  （ ）  （ ） 

 

： 数 ス ク  

 

本 では、市⺠ ン ン ー 第 、第 の 前 にス ップエク ズ 実 時の
⼼ 、 運動 度、第 前 に実 ト ッ ルで⾛ 時の⼼ 、 運動 度、

中 値の 定 り、 の体 に及ぼす する。ス ップエク ズは、有
び下 の 上に有 運動 で ⾼と 降 度で運動 度 で ること り、 の体
ルに合わ こと で る 運動 である。 の 、 体 アス ートまで

い体 ルの ⾃ で り める運動と 活⽤ いる。 中の運動は の スク
こと され いること り、 ス ップエク ズに り むことは、 共に 健康状
持すると同時に の体 回 に有 であること 考 れる。さ に⾃ で 間時間 活⽤ り
めるス ップエク ズは、 で運動する時間 される 代の に 活⽤ すいと考
る。 、 前 の 性の めのエク ズ ン 、体 に 分留意 実 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （  のり ）  

福 ⼤学⼤学院博⼠課程後期 
1980年福 ⽣まれ。修 ⾼ 卒業後福 ⼤学 学。 
2006年福 ⼤学修⼠課程修了後、福 全 ン ー( ) 健康 動 ⼠と
してにこにこ テ 動、 ー ョ ング🄬🄬の 動に取り 。 
2022 年 福 ⼤学博⼠課程後期に 学し、 ー ョ ング🄬🄬に関す
る研究に取り 。 

マラ ン 中学 から 部に し、⼤学 から マラ ンに 。 
2 38 50 2013年 マラ ン  
2014年 で も い マラ ン   
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3月 23日(土) 10:15 ～ 11:00 『ランニング学会プロジェクト事業報告』 座長：丹治 史弥(東海大学) 

 

  

 

 

 （ ）  （ ）  

 （ ）  （ ） 

 

ン ーの くは、 部 地（RFS）で 地 いるとされ 。 エ ート ルでは RFS

で⾛る ン ー り、 ォア ットスト ク（FFS） ッ ットスト ク（MFS）で⾛る ン ー
、 ン ーの 地 ターン（FSP） 化 いること され いる。 、実 の ース ⽤

い FSP の は われ い い。 こで、 （2007）の と同 で FSP 定 、 の
すること ⽬ と 。 

2023 ー ンに い 、15.5km 地 のコース に され ⾼速ビ オ メ （120Hz）
⽤い 、 ⼤学 エ ート ン ー196 の っ 。 3 の FSP（FFS、MFS、RFS）
に分 、 れ れの と割合 め、同 で実 2004 札幌 ー ンの ン
ーの FSP と 。2023 の ータと 2004 の ータ FSP の と割合のクロス表 、
乗 定 っ 。 

2004 の FSP は、FFS 0.2 、MFS 25.6 、RFS 74.2 。2023 の FSP は、FFS で 25.0%、MFS で
49.0%、RFS で 26.0%であっ 。 乗値は 119.3（p < 0.01）であっ 。RFS は 2004 の 74.2 2023

には 26.0 に激 、MFS は 2004 の 25.6 2023 には 49.0 に 、FFS 2004 の 0.2

2023 には 25.0 に 。エ ート ルの ン ーでは、FSP は RFS FFS、MFS と⼤ く 化
いる。FSP の 化は、 ン ーのト ーニング の 善（プ オメト クス 体幹ト ーニン

グ のスト ングス・ト ーニング 導⼊） 唆 いる。 

 
 （  ）  

⼤学 専⾨学 、 ⼤学院 学研究科修⼠課程を修了、学⽣ は中
が専⾨ 、1987 年 ⼤ 学院⼤学  ー 健康科学が な研究
。2000年 メリカ ラ 州⽴⼤学ボ ダー で在外研究員として、研

究に従事⼤ 学院⼤学 経済学部⻑ 2017年 10⽉〜2021年 9⽉  
現 在 ⼤ 学院⼤学 経済学部教授 ー 経済 ー 担当  

オリンピ クマラ ンチャンピオン ⾼橋尚⼦を⼤学 4年 、全⽇本⼤学
⼥⼦駅伝 14年連続出場、全⽇本⼤学駅伝出場。 

な著書 「努⼒の天才−⾼橋尚⼦の基礎トレーニング」 単著；出版芸術 ，2002 ．「ト
レーニング 者テキ ト実践編 3訂版」 共著 ⼤修 書店、2023年  

な 論 ⽂ Foot strike patterns of runners at the 15-km point during an elite-level half 
Marathon,Journal of Strength and Conditioning Research 21(3), 888-893, 2007．「⼥性
リートのサ ートを考える− 者の⽴場から ⼥性 リートを す

る際の留意点」整形 災害外科、65(12), p1489-p1494、2023年 
的 動 ランニング学 理事⻑、 級ランニング 者、⽇本トレーニング 者協

JATI 研究 国際委員、 級トレーニング 者 
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 （ ）  （ ）  （ ） 

 

 ンニング学 は、2014 にア バ ー ンニングク ブ（以下 AVRC）と の活動 以
降、本学 の 共有するク ブ 学 認ク ブ（以下 認ク ブ） と位 の活動

いる。 代表 は、2013 に の AVRC、2019 に 認ク ブ 対 に 実 、ク ブの
ジメントに する 題 実 に 。 回は、 の 続 と 、2022 度の 認
ク ブ（9 ク ブ） 対 に 実 、ク ブの活動状況 ジメントの実 にすること ⽬

と 。 にコロ 禍以降、ク ブに の 化 あっ の に い に いと考 。 

 ま 、ク ブの経営 と 、ク ブの （ 導 運営体 ）、 （ ・場所）、 に ⽬
。ク ブの運営体 に い は、 くのク ブに い はク ブ代表 の 担

っ り、スタッ の に する 題 いること に っ 。ク ブの に い
は、 のク ブに い ⼊の で運営 いること に っ 。ま コロ 禍以降、 の

更するク ブ 活動の するク ブ れ 。 

 2019 との に い は、当⽇ い い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （  ）  

⼤学ビ 報学部講師 
2011年 ⼤学⼤学院 科学研究科博⼠  期課程 学専攻 修了 
2015-2018年 新学院⼤学経 学部講師 
2018年 4⽉ り現  

技 2007-2009 年新潟 ビレ ク ランニングクラ 技部 ⼥⼦駅伝チー
ム  

専⾨ ー 経 学 
研究テーマ ー 、 ー 、 ー ーリズム、⼤学 ー  
的 動 ー ⻑、 ー 委員、

部 動 検 委員 委員、 クラ 動 協 ⻑な  
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鍋倉 賢治、小川 慶図、大木 祥太、小山 和人、畑山 大知（筑波大学） 

協力（学会プロジェクト）：伊藤 静夫、岩山 海渡、中村 和照、髙田 由基、髙山 史徳 

 

 プロジ クト： ー ンに ⽬ 、 だ で く、 各 の 動 の実
に 、 の 意義に い 出・ 認 に ること ⽬ に 。 

 ル ン（以下 ル）は⾝体 のダメージ ⼤ く、 ース中には 速 ⾛ に ること あり、
ース には ⽇続 、⽇ 活 に すこと ある。 れに わ 、わ で

ルの は⾮ に⾼い。 、 ー ン（以下 ー ）は ルの 分の である め、ダメージは
さく ること 予 される 、 ース中の運動 度（⾛速度）は ル り ⾼く る め、 の⾝体に
る負担 の は では い。 

昨 の学 ⼤ では、 ー と ルに 41 の ン ー 対 に、 ースの っ 。 の
、 ー は ルに の程度 さく、ト ーニングの ⽌期間 すること、 ルで 速

ン ーは、⼼ の トに っ ー で の れる 性 あること、 ルは ー
の 2.3 の所要時間に ること に 。 だ 、この で対 と ルの ース時の

、20 超 る 条 と り、 冬の ースの 考にすることは いとい 題 残っ 。 

こで、2023 11 に同 の に ー と ルに 125 対 に ータ 得 、
っ 。11 3 ⽇の ー では、 ース中の は 21.6 （9 時〜12 時の ）とこの時期に は

く、11 26 ⽇の第 43回 く ン⼤ では、 （降 0.0 ） る 6.6 （同 9 時〜15 時）
であっ 。本 では、 ー と ルの の 、 ルに る の す に い す
る。 

 

◆鍋倉 賢治（なべくら よしはる） ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

1963年 ⽣まれ 出  
⼤学 ー 教授 教 学博⼠ 

ランニング学 ⻑ 
マラ ン ト 2 29 09  
な著書  
1 れれ マラ ンは完 できる 学研  
続 マラ ンラン ー の − り マート
に り続ける に− ⼤修  な  
研究 ⼒学、 動⽣理学、マラ ン学 
 

学⽣ は でま れず 。 学⽣に ー を教える の 場でマラ ンとい 「教 」と 的に出
い、 り る。⼤学 授業「 マラ ン」は 年で 講 32 年 を え、これまでに 3,000 を える学
⽣のマラ ン を けてき 。 
年の マラ ンでは ー メーカー 後 から 2 を るものの、 の で マを全 で

きず。現在もリハビリに 中。 
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： 海

 

丹  史弥（ んじ ふ ）  

⼤学 学部 技 ー 学科 
1990年⽣まれ 出  
2017年 ⼤学⼤学院 科学研究科 科学専攻修了博⼠ ( 科
学) 
2017年-2019年 国⽴ ー 科学 ン ー ー 研究部 
2019年-2021年 ⼤学 ー 医科学研究  
2022年から現  

技 2007年全国⾼ 学 ⼤  3000mSC  
2011年⽇本学⽣ 技 ⼿ ⼤  3000mSC 4  
な研究テーマ ランニング ー、 トレーニング 

的 動 ⽇本 技連 委員 、⽇本 技連 科学委員  
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3月 23日(土) 11:10 ～ 12:40 『特別講演Ⅰ』 座長：岩山 海渡（天理大学） 

 

 

 

 

 （   ） 

 

2023 6 に 4 りに ロ 100km ルト ン 催され、⼤ わび い 3000

の ン ー 100km の部に臨 だ。6 の北海道とはい 30 度に る⾼ 中で ⾛ は 65%

と り く 100km ンの過 さ 。 

は運動に る の で、タン ク の である オグロビン 中に⼤ 出さ
れることで 状 こす。 出され オグロビンは の に の 過
に り 性 こすこと ある。 性 に ると の である体 と
の される。 れ 是正する めに に っ 代 する 要 ある。 

ル ンと 時間 する ルト ンでは する スクは
⾼いと考 れる 、 で 要とする 性 にまで る ン ーは くは い。

性 にまで る と 要 （⾼ 、 ）と⾝体 要 （ 、 、
、 ⽤） 合 perfect storm の 状 こると考 れ いる（P. Clarkson, et al. 

2007）。 

講 はこの⾝体 要 まま、 要 に っ い ルト ン（第 38 回 ロ
）に出場 ことで、 ⾛は のの 性 。 に 11

⽇間の⼊ と 5回の 要 回 、 ンニング と っ 。 

本講 では る と 、⾛ 9 の市⺠ ン ーと 回の体験 中⼼に ルト
ンの と に い 、 む に ンニングと⼤ の の道のり

り い。 
 

 （ の ）  

医学博⼠ 科専⾨医 医 
国 員共済 連 院 科 
1972年 ⽣まれ 
1999年 天 ⼤学医学部卒業 
2010年 ⼤学⼤学院医学研究科卒業 
2011年 ハー ー ⼤学医学部 ボ トン 院 博⼠研究員 
2013年 ⼤学 院 科 
2017年 院 科 

 
マラ ン ト 2 53 43  ( ⼤ ⽇マラ ン 2020) 

100Kmマラ ン ト 9 25 57  (サ マ 100km トラマラ ン 2017) 
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 史（ ） 

 

は 10 と 前、2013 9 に 2 ⽇連続で出 前に経験 ことの い に われ、 れ
ま 。当時、45 歳。札幌の北海道 道センターで キ ップ（通 ・道 キ ップ） め いま

。 

り は、⼼ に る 動 の （ ょ ・さく） い、す に⼤ で い
ることに りま 。 の 、 本ある 動 の 最 要とされる 前下 の まり に

75 の りま 。 活動する めのエンジン ⼼ だとすると、 こに 料 る 要経
の 部 ほと まっ いる 状 で 。 

経験 ことの い は、この の ⼼ の だっ のです。 あの時、 り
わ れ 、 は⼼ （こ ・ く） こ 、この い く っ い れ

ま 。 

担当 くれ ⾨ の で、 で対 いくことに りま 。75 の は の
ままです。 は、 と 、 有 運動で 。 

は有 運動と ジョ ング びま 。最初は れ、 く 50メートル ⾛れま で
。 、 す のろのろジョグ 続 いる に、 には ル ン 、 には
キロ ン ⾛で ま 。 は２ キロ超の ンに いるところです。 

の体の中で 体 の 化 ので ょ 。 の⼼ ー ル の 、
の 値の グ ご い だ 、 の ⼼ ⾛る意 考 ます。 

 
 
 
 
 
 
 

 史（か ら ふ ）  

1967 年、 ⽣まれ。 ⽇新 ⻑。 新 を て 2000 年に ⽇新 に 。
2013 年 、 の発 で れ のをき かけに、 療の として ョ ングを 。
に⼤きな負荷をかけない「の の ョグ」が 。 トは、マラ ン 3 47

34 2019年、 トマラ ン 、100キ 11 45 11 2018年、サ
マ 100キ トラマラ ン 。 者としては、 報 ン ー 法キャ
や 部 福 報 ン ー 法キャ な で事 の取 を 経 し か、

⻑や ⻑として 知床を⻑年取 してき 。宮 次⻑、
本 ⽂ らし報 部次⻑も 。現在、 ⽇新 デ で連載「 と る」を執
筆中。 
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： 海 （ ）

 

 （  か ）  

天理⼤学 学部 教授 
1982年⽣まれ 

⼤学 専⾨学 卒業 
⼤学⼤学院 研究科 ー 科学専攻修了 
⼤学⼤学院 科学研究科 ー 医学専攻修了 

博⼠ ー 医学  
研 究 ⻑ら の 動と ー の関 に いての研究に取り んで

きまし が、近年はマラ ン の 事内 に て ー を 率
できないかを検 しています。 

 
マラ ン ト 2  20  16 2008年 福 国際  
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3月 23日(土) 13:40 ～ 15:40 『シンポジウムⅠ』 

 

 

 

ジ ト  田 （ 海 ） 

 海 大学  

 （ 海 大学 川 ） 

     髙田 由基 知学 大学  

 

1987 （ 62 ）9 6 ⽇、439 のエント ーで まっ 北海道 ンは、2024 8 25 ⽇に第
36回⼤ 催される。 ンの代 と で 北海道 ンは、これまで のオ

ン ック・ 陸上の⽇本代表 出するとと に、トップ ビ ーまで の ン ー ま
り、 では 20,000 の⼤ に っ いる。 は、 の部の新 （2019 は ン ック

ン代表推 考 ース）、はま す いす ンの合同 催、 ン ーの
ン ーの っ いる。36回⼤ る⼤ は、コース、スタート時 、 時間、 定

⼤ 定の 更 、 の間 ン ー り く ・ 化 。 は、 化
に る 催 の是⾮ ある。 

本シンポジ では、北海道 ン ン ーの実 いる 上 （北海道 ⼤
学）、 熱・ さまざま 下に るスポー ォー ンスの ⾨と いる 康 （北
海道 ⼤学 ）、道 各地で ンニング 催 、北海道の ンニング り上 、⾃ 北海
道 ン 29回の ⾛（26回の ブ 3） いる （ AC 北海道 ）の 3 のシンポジスト

る。 れ れの 北海道 ンの 、 、実 、対 、 と に る。北海道
するメンバーで、 のさ る北海道 ンの 、北海道 の ンニング 化の に 与するシン
ポジ と い。 
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 （  ）  

 
出  

学 ⼤学経済学部経 学科卒業 
医科⼤学⼤学院医学研究科 ⽣学講 修了/医学修⼠ 
シ ク ャ ン シ ク ランニング ーチ 
学 ⼤学 部 ⼤  

⽇本 ー 協 ー 者 
中学から を 、⼤学卒業後は の実業 ⼥⼦駅伝部 ーチ マ ー ャ
ーを 1993年〜1997年まで 5年 。2006年に ランニングクラ .AC を発⾜、
2008年 4⽉から ートし .ACランニング講 はこの 3⽉で 189 を える。 
な 動  

2014年 りチーム を とし .AC 内マラ ンを 、 9 とな 。2023年は
1741 の 加者で わ 。 
ま 2020 年 りクラ チームながら実業 をし、 .AC として ⽇本実業 駅
伝に出場、 年は 29 だ 。 
ー ラン ー ⽇本 わ かない マラ ン、オ ー ク マラ ン、 りやま
ハー マラ ン、当 ーデンマラ ン か 
 

メント  
この はランニング学 シン ムにお きい だき、とても し ております。 といえ 「 マラ
ン」。 も 1991年 り 年 ントリーし続け、 を 年で 32 の出場となります。20 、30 、40 、

50 と てき マラ ンをデ ー に ります。 、 し お い します。 

 

 

 

 

 （ の  ）  

医療⼤学 講師 
1986年、宮 で⽣まれる。 
中学 から を 、⼤学まで 1,500 mを専⾨に に け れる。 
ト ムは 3:58.78 と、 な ムで 技 ⽣を える。 
⼤学 2004〜08 年 で 動⽣理学に出 い、2008 年に ⼤学⼤学院に と、

は、 ではな 、実 動 を らせてデー を する⽇ が続 。 
研究テーマは、 動と トレ 、 経科学 動 動 で、 ⼤学院にて博⼠
科学 を取得する。 

2013 年から 医療⼤学で 。 て、NPO 法 ラン ーズサ ート でラン
ー に わる になり、 らもマラ ン マラ ン研究を新 に ートさせる。 

 
メント  
ここ 年、 マラ ン出場者に して ン ート を実 しています。 で得られ デー を しながら、
ラン ーのトレーニング と との関連や⼤ の に いて報告し いと います。 
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◆   し  ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

ー  
1992年⽣まれ。 ⾼ 学 を卒業後、2011年に ⼤学 専⾨学 に 学し、
動⽣理学を専⾨ ( に お ) に研究を る。その後、
⼤学⼤学院にて博⼠  ( 科学) を取得。現 に いてからは 技部の に加え、

ー クラ で る Ryukoku ACの を い を に の に当
ている。⾼ から 技を 、専⾨ 技の 100 mでは 年に トを 9年 りに
新 (10 82)。ランニングや に関する研究も い、その を国際 に発 して
いる。 
 
 
 
 

メント  
マラ ンにおけるハ ーマン には、⽣理学の知 が となります。 な 報を にお伝えできる
に ります。 

 

 

 

座長：髙田 由基（愛知学泉大学） 

 

◆髙田 由基（  よし ） ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

愛知学 ⼤学 学部こ もの⽣ 学科 講師 
経 1983年⽣まれ。 出 。 
技 100 マラ ン⽇本 として ⼿ 6 出場。  

2014年 ⼿ ーハ 5 、国 2 。 
100 ト ム 6 40 37 。 

研 究 科教 ⻑ トラマラ ン 
著 書 教授 資 「 学 中学 のランニングの教 」 共著、⼤⽇本 書 、「ラン

ーズ」連載 2016、 ー ビーズ 、ランニングマ ン「クリー 」連載
2020、2022、 ー ボー マ ン 、 NHK BS-1「ラン× マ」2016、2018 、
「 科教 」 ⼤修 書店 な  

資 格 : ランニング学 ランニング 員、JAAF ニ ーチ、⽇本
ー 協 ー 者、 中 ー 

的 動 ONE TOKYO マラ ン 講師 マラ ン ー ー、 学
でのランニング 、 ランニング ントの講師な  
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3月 23日(土) 15:50 ～ 16:40 『特別講演Ⅱ』 座長：鍋倉 賢治（筑波大学） 

 

 

 

 

 （ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ の ）  

1958年 4⽉ 4⽇⽣まれ 
⻑ 出  
⼤学 専⾨学 を経て⾼ 教  
シ ク ボ ダーマ ー ャー 
ニシ ー 取  
マラ ン経  

2006年 マラ ン事 報部部⻑ 
2010年 7⽉ マラ ン 事 ⻑ 
2012年 4⽉ マラ ン 事業 ⻑、レー デ レク ー、 
2013年 4⽉ マラ ン 事業担当 ⻑、 
マラ ンレー デ レク ー、 
マラ ン ー レ シー事業 委員⻑ 

2023年 9⽉ マラ ン 理事⻑ 
 

外 動  
2017年 2⽉ 国際 連 現 連  
ー ランニング ション委員  

2017年 9⽉-2019年 ー ー  
健康 ー 部 委員  
2017年 9⽉-2019年 内 保 医療 委員  
2018年 4⽉ JAAF 委員、 ー ランニング ション 
委員  
2018年 11⽉ JAAF RunLinkチー オ サー  
 
技  

1976年 ン ーハ 男⼦ 800 全国⾼ チャンピオン 
1977年 ⽇ ニ ⽇本  
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： （ ）

 

 （ ら ）  

1963年 ⽣まれ 出  
⼤学 ー 教授 教 学博⼠ 

ランニング学 ⻑ 
マラ ン ト 2 29 09  
な著書  
1 れれ マラ ンは完 できる 学研  
続 マラ ンラン ー の − り マート
に り続ける に− ⼤修  な  
研究 ⼒学、 動⽣理学、マラ ン学 
 

学⽣ は でま れず 。 学⽣に ー を教える の 場でマラ ンとい 「教 」と 的に出
い、 り る。⼤学 授業「 マラ ン」は 年で 講 32 年 を え、これまでに 3,000 を える学
⽣のマラ ン を けてき 。 
年の マラ ンでは ー メーカー 後 から 2 を るものの、 の で マを全 で

きず。現在もリハビリに 中。 
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3月 24日(日) 11:40 ～ 12:30 『ワークショップ』 

 

 

 

 （ 学 大学 ） 

 

に っ に れる に っ ンバ 有の 、 ンニングに ⽤さ
の ンバ⾛りである。 ンバ⾛りは、 の上 の り 上体の り く、 の い ⾛り

とされ いること 、最 では、スポー の と ⽬され いる。 回のワークショップで
は、 ンバの正 い歩 ・⾛ に り⼊れることに っ 得 れる⾝体 とに、 ・

ン ン ーの めの の い ⾛り に い 実践 に いく。 

 
 
 

◆  （  ） ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

⾼知 出  
教 ⼤学卒業 
学 ⼤学 教授 
⼤学 部 ーチ 
技 級 ーチ 

ン 術協 理事⻑ 
著書には「 ン ⽣ 」( シマ )、「 ン りを 得する のトレーニング」
(MC レ )、「 事で ン 術」( シマ )、「 ン の 術」(MC レ )、
「 ン の 論」( ⽂ 新書)、「 ン 」( ⽂ )、「 しの ョ ング」(ラン
ーズ )、「す い ン 術」(BAB ャ ン)  

 

 

：  （ 大学 ） 

 

◆ 山 （  ） ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

⼠ ⽣まれ 現在 65  
⼤学⼤学院修⼠課程修了 学修⼠ 
教 ⼤学教 学部 教授 芸術 ー ⽂ 学科 ー ⽂ 専攻

ー ーチング科学 ー  
専⾨ は 技 ⻑ 全国⾼ 学 技 ⼿ 1500m 、⽇本学⽣
技 ⼿ 3000mSC 3 、 駅伝 1 2  
専⾨ は ー ーチング学 ー 理学 動学 
学 は⽇本 技学 、 ー 理学 、ランニング学 、⽇本 学 、 ⽅

法学学  
な は⽇本学⽣ 技連 事、 学⽣ 技連 ⻑、評 員、NPOラン
ーズサ ート 理事 
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 （ ス ク ） 

 

とは、⼼と体、 っ いる状 のこと 表 ます。ま には 、 、 合わ
、⼼⾝の ほ 、⼼の 定と す 得る あります。当⽇のワークショップでは、

に るセル アと 、⾛る前のコン ショニング る めの 激の に い
実践 に学びます。 有の にあわ この の導⼊することで、⼼⾝の

バ ンス り 層 い ます。さ に 動 、 ン の流れ く いくこ
とで、 の予 ォー ンスの 上 ⽬ ます。 

 

 （  の ）  

出 。 
期 り ー に し 、中、⾼と レー部に 。 

24 の に キーで膝 を 。リハビリを てトレーニングの しさに
技を 。 してトラ ンを る。 

2006年 、 とい 講師、 伝 トーク ン療法
師、さらにはビ ョントレーニング ン トラク ー の の資格を取得。 向
けのランニング講 講師の か、 内⾼ の部 動に を取り れることで 2020年
2021年には ⼦ にも 、さらに ⼿ の ンデ ショニングを中 にそのメンテ
ン や も ている。 

 

 

会： （ ）

 

 （か  か）  

⼤学 ー 科学 法学部 教授博⼠ ー 医学  
1991年 ⼤学 専⾨学 卒業 ⼒学 、 

 年 リク ート ランニングクラ  
1996年 ⼤学⼤学院 研究科修了 ー 学  

技 ⼥⼦ 3000mで ン ーハ 、 国 、 ンカレ  
全国 ⼥⼦駅伝 、  
⼤ 国際⼥⼦マラ ン 年 17 出場 な  

著 書 から リートまでの ー 学 共著 出版 、「 ー ⼿
が える の問 〜 なけれ れない〜」 S C ャー 、「
リートの 事 」 の科学 な  
⽴ 橋⾼ 、ま リク ートで故 出義雄⽒ ⼥⼦マラ ン五輪メダリ トの 森

裕⼦、⾼橋尚⼦ ⼿らを に を受ける。現在、 リートに加え、 ラン ーの
健康づ りまで トレーニングと をサ ート。学 の ェクト「⼥性ラン ー
の諸問 」の 。 
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3月 24日(日) 14:30 ～ 16:30 『シンポジウムⅡ（市民公開パネルディスカッション）』 

 

 

 

ス   （  ） 

 （ ） 

 （ ） 

      （ ） 

 
2021 オ ン ックの ンでは、札幌市中⼼部 、 の 流 ン ー 、42・195キロ 駆
抜 ま 。 くメダル 遠ざ っ いるオ ン ック ンに対 、ジ ン 活 、
オ ン ックの反省 オ ン ック ンにむ の に い 、⽇本陸連の
化スタッ 学 経験 、さまざま 話題 供 い だ ます。 
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 （ か か り）  

ー  
1970年 9⽉ 24⽇⽣まれ 

出  
技部  
⽇本 技連 委員 シニ デ レク ー 中⻑ マラ ン担当  
全⽇本実業 技連 理事 

経  
1982年〜1985年 中学 中学 駅伝出場 
1986年〜1988年 ⾼ 近 IH 5000m 10 、全国⾼ 駅伝 4  
1989年〜1992年 ⼤学 全⽇本 IC 5000m 1  
1993年〜2009年 カ ボ ⼿ 
2009年〜2023年 カ ボ ーチ、カ ボ 、  
オリンピ ク 

1996年 トラン メリカ 10000m予  
2000年 シ ニー オー トラリ 5000m 15 、10000m 7  

⼿  
1993年 シ ト ト 5000m 予  
1997年 テ リシャ 10000m  
1999年 ビリ ン 5000m 予 、10000m 12  
2001年 ントン カ ダ 10000m 15  
2005年 シンキ ンラン マラ ン 4  

⼤  
1994年 ⽇本 5000m 1 、10000m 1  

ク カントリー⼤  
1992年 ボ トン メリカ 12 168  
1998年 マラ シ 12 33  
⽇本 現在は保 せず  

3000m 7 41 87 1999 ビリ / ン 
 分 秒 （ ）ストックホルム スウェーデン、 

分 秒 （ ）ハッセルト ベルギー 
 分 秒 （ ）パロアルト アメリカ 

マラソン 時間 分 秒（ ）シカゴ アメリカ 

 

 （  ）  

医療⼤学 全学教 ン ー リハビリテーション科学部 教授 
経 1962年 ⽣まれ、 ⼤学教 学部卒業、 

⼤学⼤学院 研究科修⼠課程修了、博⼠ 学 。 
研 究 10年 までは動 実 において 格 の ⼤や に関する研究を てきまし

が、現在は マラ ンの 加者からデー をと て、ランニング障害や
ーマン に関する研究に取り んでいます。 

 
マラ ン ト 2 36 36  
 
 

メント  
に されるオリンピ クマラ ンにおける としては、 い に して を 理しながらいかにからだ

を れさせるかの と、レー 中の をいかに防 かの取り が ですので、 からはこれらに いて
報告します。 
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◆  （  よ ） ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

国際 ⼤学 学部 学科教授 
1960年⽣ 出 
1982年 ⼤学 専⾨学 卒業 
1984年 ⼤学⼤学院 研究科 ーチ学専攻修了 
1984年 学と に国際 ⼤学に  

技 駅伝(1981、1982年)、全⽇本⼤学駅伝(1981、1982年)、マラ ン 2 19 34
(1982 年福 )、100km7 32 52 (2000 年サ マ )、 ⼠ 3

20 31 (2004年) 
著 書 「21 のマラ ントレーニング」 か、 書に「ダニ ズのランニング

ー ラ」、「 ン ト マラ ントレーニング」な  
資 格 ⽇本 ー 協 ーチ( 技 ーチ 4)、 連レ I ーチ、健

康 動 ⼠ 
 
メント  
マラ ン NIPPONの は マラ ン の現 と 後の課  

 
⽇本の男⼦マラ ンが「 」と われ が 。その ⼤ が での メダ と、 年
オリンピ クの メダ と えるだ 。 

それと で、1980年 に⼥⼦マラ ンがオリンピ クに され、男⼦と て との が⼤きか
⼥⼦マラ ンにおいて、1990年 から男⼦が から かるのに して、⽇本は ⼿ に続きオリンピ ク
でも メダ 得 と け が 。 
マラ ンにおけるオリンピ クでのメダ 得は、男⼦は 1992年、⼥⼦は 2004年が 後とな ており、 と
⽇本 の を ても⼒の を い知らされているのが現 で る。その 程において、 ニ や チオピ を中
とする リカ の 、⼤ メ ャー⼤ の に る レー の 、ラン ーの とそれを取り マ
ラ ンビ の ⼤な 、 な がも らされ 。⽇本が「 」と われ 当 の からは できな
か 的 や経済的 が、マラ ンそのものを 次 と い ので る。 
⽅で ラリンピ クにおいては、 障害の⼥⼦マラ ンで ⼤ の メダ 得な 、「 」の が
されている。 

2024年、 から 100年となる リでのオリンピ ク、さらには 年の と ながる中で、「マラ ン
NIPPON」 の は るのか その課 と に いて検証する。 

 

座長：  （ 大学 ） 

 

◆ 山 （  ） ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

⼠ ⽣まれ 現在 65  
⼤学⼤学院修⼠課程修了 学修⼠ 
教 ⼤学教 学部 教授 芸術 ー ⽂ 学科 ー ⽂ 専攻

ー ーチング科学 ー  
専⾨ は 技 ⻑ 全国⾼ 学 技 ⼿ 1500m 、⽇本学⽣
技 ⼿ 3000mSC 3 、 駅伝 1 2  
専⾨ は ー ーチング学 ー 理学 動学 
学 は⽇本 技学 、 ー 理学 、ランニング学 、⽇本 学 、 ⽅

法学学  
な は⽇本学⽣ 技連 事、 学⽣ 技連 ⻑、評 員、NPOラン
ーズサ ート 理事 
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3月 24日(日) 9:40 ～ 11:30 『一般研究発表A（口頭）』 
 

会場① 820 研修室 座長：A01〜03 三本木温（山梨学院大学）、A04〜06 佐藤善人（東京学芸大学） 

 

A01 中 学 に るス ート ォン 活⽤ ンニング実践 

9:40 善 （ 学 ⼤学）、 ⼝善 （ 学 ⼤学 中 学 ）、 基（ 学

⼤学） 

 

A02 前期の中 学 駅 （1920〜1947）に する ：第 1回〜第 12回⼤ に ⽬  

9:55 中 （⼤ ⼤学） 

 

A03 ー ⾛に る 協⾛ の意 と 性 

10:10 隆（北海道釧 町 遠⽮ 学 ） 

 

A04 団性のある持久⾛に る の評 に する認 プロセス 

10:25 齋 祐 （ ⾨ ⼤学） 

 

A05 い に る ンニングの と 性− ンクルーシブ 陸上ク ブの − 

10:40 塩 吹雪（ 定⾮営利活動 シオヤ ク エーションク ブ、 稲 ⼤学⼤学 スポー 学

） 

 

A06 間活動 活⽤ 期 続 短時間ジョ ング 児童期の有 及ぼす ： 学 6 間

の ル ータ ⽤い  

10:55 村 浩（就実⼤学）、熊 秀晃（中村学 ⼤学） 
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会場  30 研修室 座長：A0 〜0  人 大学 、A10〜12 （ 大学） 

 

A07 ⼤学 陸上 に る ンニングに る下 stiffness の 化−MTSS の有 び

部 に ⽬ − 

9:40 中 エ （ ⼤学⼤学 ）、 （ ⼤学体 ） 

 

A08 前 部の 状 るシ ーズ ンニング動 に及ぼす  

9:55 （ ⼤学）、 （同 ⼤学）、丸 （ ⼤学） 

 

A09 定 ⾛ 中の 部 Kinematics及び ォー ンス 与 る  

10:10 （ ⼤学）、⼤ （ ORPHE） 

 

A10 シ ーズの ⽤ ⾛ 時の下 キ クスに及ぼす  

10:25 ⼝ （ 稲 ⼤学⼤学 スポー 学 ）、 実（ 稲 ⼤学⼤学 スポー 学

、⽇本学  （ ⼤学、 ⼤学 ーション 所）、 利

（ ⼤学 体 学部）、前道 （ 稲 ⼤学スポー 学学 ）、 （ 稲 ⼤学⼤学

スポー 学 ）、 （ 稲 ⼤学⼤学 スポー 学 ）、 祐来（ 稲 ⼤学

⼤学 スポー 学 ）、 （ 稲 ⼤学⼤学 スポー 学 ）、 （ 稲

⼤学⼤学 スポー 学 ）、 中 （ 稲 ⼤学⼤学 スポー 学 ）、熊 （ 稲

⼤学スポー 学学 ） 

 

A11 30 km⾛に る の 速と ース の⾛ ォー との 連 

10:40 （ アシックス）、 央、 部 （ アシックス） 

 

A12 3000m ⾛に る ク ア ンスの負 性 ォー ンスに及ぼす  

10:55 （ ⼤学⼤学  体 学学位プログ ）、 、⼤ （ ⼤学⼤学  体

学学位プログ ）、 ⼤ （ ⼤学 体 ⾨学 ）、 （ ⼤学 体 ） 
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会場  大会 室 座長：A13〜16 （ 研 ）、A1 〜1  山 （大 学院大学） 

 

A13 ン中のエ ル ー動 に 及ぼす要 の  

9:40 ⼤ （ ⼤学⼤学 間 合 学 体 学学位プログ ）、 ⼤ （ ⼤学体

⾨学 ）、 （ ⼤学⼤学 間 合 学 体 学学位プログ ）、 （

⼤学体 ） 

 

A14 過性の ンターバル⾛と ース⾛の⾛ の い エ ル ー代 に及ぼす  

9:55 道 新 （ ⼤学）、 （ ⼤学） 

 

A15 ⾛ 間に ッ の同期現 さ る の  

10:10 ⼤晃（ ⼤学⼤学 ）、⻄ （ ⼤学⼤学 ）、 （ ⼤学⼤学 ）、

（ ⼤学⼤学 ） 

 

A16 ル ンに る ニッシ タ の ース 性と の要  

10:25 前 正 （ ⼤学 ⼤学 ）、 （ ⼤学）、 （ ⼤学 間学部） 

 

A17 UKK Walk Test ⽇本 の に する  

10:40 （⼤ 体 ⼤学）、 （⼤ ⼤学 学 推 ）、 （⼤ ⼤学⼤学

学 ） 

 

A18 ル ン ト ーニングと の 30km⾛の有 性： ース推 に ⽬ 考  

10:55 稲  ( アシックス)、 央（ アシックス）、 （ アシッ

クス） 

 

A19 University of Wisconsin Running Injury and Recovery Index ⽇本 の と信 性 び 当性の

 

11:10 下 （HALE ALOHA）、Bryan Heiderscheit（ スコンシン⼤学 ン ） 
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3月 23日(土) 16:50 ～ 18:00 『一般研究発表B（ポスター）』 
 
会場 ショートプレゼン：820 研修室、自由討論：710 会議室 座長：足立 哲司（大阪体育大学） 

 

B01 Challenges in Endurance Running Education Using Avatars: Perspective of Start Dash and Heart Rate 

 Shion Hotta（The University of Tokyo） 

 

B02 ンニングシ ーズの い 代 動 に及ぼす  

 健 （ ⼤学）、 （ ⼤学）、 久 （ ⼤学）、 （

タバタ）、 （ ⼤学） 

 

B03 3000m ⾛の第 4 物に る ー ングの  

 丸 祐⽮（ 体 ⼤学）、 ⼤ 、 、  

 

B04 最⼤下ト ッ ル ンニングに る 地時間の定 までに る時間の  

 （ ⼤学）、 （ ⼤学）、 （ ⼤学）、 ⼤ （ ⼤学）、

（ ⼤学） 

 

B05 時の⼼ 動は ン ーのコン ショニング と り得る  

 ⼤ （ ⼤学）、 （ ⼤学） 

 

B06 ⼤ の 有する ⾛ の の  

 上久 利 （ 稲 ⼤学⼤学 スポー 学 ）、 （ 稲 ⼤学スポー 学学 ）、

（ 稲 ⼤学スポー 学学 ） 

 

B07 市⺠ ン ー AI ット ット ンコー Run の り  

 出村 （⾦ ⼤学） 

 

B08 化スト ス ⽤い のコン ショニング評  

 （ ⻄⼤学）、 部 （ ⻄⼤学） 

 

B09 ⾛ ォー ンス 考 ⾼ ン ーの⾛動 ：5000 超の ース時動 ータ の

 

 央（ アシックス）、 （ アシックス） 
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B10 ⾝体キーポ ント ⽤い の ンニング ォー シス  

 新村 （ ⼤学）、村 ⼤ （ ⼤学） 

 

B11 6 ⽇間の持続 ンニング運動中の 値の推 に 及ぼす の  

 （ ⼤学 学部）、 （ ⼤学 学部、⽇本 ジョ ーズ連 ） 

 

B12 ース中に る ン ーの ルと動 の ⾮対 性の 連性 

 （アシックススポー 学 所）、 央（アシックススポー 学 所）、 （ア

シックススポー 学 所） 

 

B13 性市⺠ ン ー ンニング め 動 −⾃ の キスト分 に るアプロー − 

 上 （ 学 ⼤学）、⻄ 代 （ア バ ー ンニングク ブ in ） 

  



 
- 35 - 

A01 中等教育学校におけるスマートフォンを活用したランニング実践 

善 （ 学 ⼤学） 

 現場に る ンニング いの され 久 い 、 に 学 ⾼学 以降は の
である。ま GIGA スクール に り ICT の利活⽤ 推奨され いる 、 健体 で の に
活⽤する され いるの 現状である。本 は、ICT 活⽤ ンニング実践 、 徒の

ンニングに対する 度に の 化 すの すること ⽬ であっ 。 体 には、中
学 1 対 と ス ート ォン 活⽤ 実践 、 ⼼ 学で⽤い れる 度で評 。

ス ート ォンの活⽤ は、 ンニングと のアプ ーション ト アの利⽤である。この実践
の と 度の に い する。 
 

A02 戦前期の中等学校駅伝 (1920～1947) に関する研究：第 1回～第 12 回大会に着目して 

中 （⼤ ⼤学） 

 駅 は⼤正期に⽇本で である 、初の駅 である 海道駅 徒歩 ⾛ (1917 )、 駅
の第 1 回⼤ である ⼤ 駅 ⾛ (1920 ) い 、当時の駅 の実 は にされ こ っ
。⼤正期に 催され 駅 の と 、1920 1947 まで 新 催 中 学 駅
⾛ 存在する。本 の⽬ は、 学 ⽤い 、 新 催 中 学 駅 の実

にすることである。 体 には、 新 の新 料、⼤ 出場 の 学
料と ⽤い 、第 1回 第 12回までの 実 要(⽇時、 催地、出場 、 位、 録 )

する。 都下中 学 駅 ⾛ と 催され 第 1回⼤ (1920 )は、18 ⽇ と
する 6 区間 72km のコースで実 され 。 ースは、2 区で に っ 学 4 時間

8 分 3 で 。当⽇の 表では、⼤ 催に っ 経 び第 1回⼤ 第 12回⼤ (1931 )まで
の⼤ 要に い する。 
 

A03 チーム型長距離走における〈協走〉の意味と教育的可能性 

隆（北海道釧 町 遠⽮ 学 ） 

 本 では、学 体 に る ンニング 化の 学び する めに、 ー ⾛と⾛
の に い 意 の 考 、 の 化 性 と の 性 にすること ⽬ と

。 、以下の に っ 。1) ー ⾛に る 協⾛ は、  ( ー ) とい
存在 場に る出来 であり、 の間で り合わされ まれる 共 意  (コンセン ス) 

中動 である。2) ー ⾛は、 ー と ールで る とい
さ まれる の に まれる意  (センス) り合わ 共 意  (コンセン ス) に り、 化
コ ニ され いる。3) 性は、 ー ⾛の さ まれる の にある
協⾛ の意  (センス) と共有される 共 意  (コンセン ス) 化コ ニ の に

っ れ いく。 
 

A04 集団性のある持久走における教師の評価観に関する認識変容プロセス 

齋 祐 （ ⾨ ⼤学） 

 29 の学 導要 に い 体 くり運動 の 体 ⾼める運動 は 体の動 ⾼める運
動 更され 。 まり、 体の動 ⾼めること、 すれ 、いわ る 動 くり め
れること され  (⼤ 、2021)。 体の動 ⾼める運動 では動 持続する ⾼めること ⽬
の と れ り、持久⾛ れに まれる。 っ 、持久⾛に い 体 動 す

さ ⼼地 さ わ こと り 層 され と 。 、持久⾛ 評 する は
と タ に ざる 得 、 に体 上と 動 くり の区 に ると

考 れる。 こで、本 では学 に持久⾛中の⼼ 認で る ール ⽤い 対 と
、アクション・ ー 実 。これに っ 持久⾛ 団 運動と 、 れに わ

る 評 い に るの にすること ⽬ と 。  
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A0  におけるランニングの と可能性 ン ー ラ の  

塩 吹雪（ 定⾮営利活動 シオヤ ク エーションク ブ、 稲 ⼤学⼤学 スポー 学 ） 

景と⽬ 20 以上、 い と健 と に活動する ンクルーシブ 陸上ク ブ 運営する中、
ト ーニングに っ い 化する ⽬の当 りに 。 こで、本 では い に
る ンニングの と 性 すること ⽬ と 。 代表 める 定⾮営利活動
シオヤ ク エーションク ブ の と り上 、 。 と考 度 い

の に る と は、 動 の 善 れ 。 いの に る と は、
⾛ と⾛ることで ⾛ で る に り、⾃⾝の い れる 間 あること れ 。
性 ある に る と は、⾝体バ ンス 性 善することで く ること

れ 。 ンニングは道 ⽤ 、ま スポー の め、⾝体のコントロール い
ア 要 い にとっ 、⾮ に り すいスポー だと考 れる。 

 

A0  活 を活用した長期 的 ング 期の 能 す  

： 学校 の ー を用 た               村 浩（就実⼤学） 

 本 は、 間時間 活⽤ 短時間の持久 運動 に い 6 間の ータ ⽤い
にすること ⽬ と 。2012 2019 に A 学 に在 する 2977 の⾝ 、体 と体 ・運動

スト (20mS) の 定 ⾨スタッ に り実 。この 学 6 間の ータ 得 れ
154 分 対 と 、アロメト ー め 対  (以下 (a)) め、 と本

との っ 。体 の (a) は、 と に有意 認め 、20mS (a) に い は と に
 (a) り 有意に⾼値 。本 は、 期 続 短時間ジョ ング ⼊ 児童の有 の 上

に 与 いる 性 唆 、 間活動 活⽤ 短時間の持久 運動 児童期の
代 の に 与 いる 性 あると考 れ 。本 は JP19K20097 の
実 され 。 

 

A0  大学 におけるランニングに る の変  

の お に着目して         中 エ （ ⼤学⼤学 ） 

⽬ ⼤学 陸上 に る ンニング前 の下 stiffness の 化と MTSS の有 び
部 との 連 にすることと 。 MTSS のある 8 び の い 10
対 と 。 部 はアー ⾼ 、Navicular Drop値、 反 度 定 。12km/h で 30 分間 ンニ
ング 題 っ 。 ンニング 題の前 で超 ⽤い 下 stiffness 定 。
MTSS では び の stiffness ンニング に有意に 。Navicular Drop値と
短 の stiffness 化 との間に中程度の負の 、 反 度と前 の stiffness 化 と
の間に い正の 認め れ 。 論 び は MTSS ・ と 連する 性

ある。 部 の いは ンニングに る下 stiffness の 化に 及ぼす 性 ある。 
 

A0  前 の る ー ランニング に す  

（ ⼤学） 

 本 の⽬ は、前 部の 状 るシ ーズの ンニング動 の にすることである。12
の実験対 、前 部の  ( さいほ 反り上 っ いる) る 2  (R210、R160) のシ ーズ

⽤ 、 の⾛ 20 m 12 km/h で⾛ 。 動 シス ⽤い 、 、 の運
動学、運動 学 、時空間 メーター 出 。 は、 ルコク ンの 号 位 定と

SPM っ 。R160 条 は、R210 条 と 、 り出 時間 、 の正負の 、
の正負の 。ま は、 期前 で トルク 、 期 で 速度

。 は 期 で トルクと 速度 。前 部 反り上 っ いるシ ー
ズで⾛ すると、シ ーズ く ると考 れる。 の 、下 く回 、 地 まり、
遠位 位 の 分 われ め、陸上 ⽬に い 、代 コスト する
性 あること 。  
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A0  関 走 中の フォーマンス る  

（ ⼤学） 

ンニングの 地期に る さ 度 化は、 ンニングエコ ー (RE) の 上に 与するこ
と され いる。 地期の の 運動は、アキ ス の 性エ ル ーに する。このこと 、

の 性 ⾼ れ ⾼いほ 、 のエ ル ー く り、 の と RE ⾼め れる
性 ある。 の ンニングで 流と っ シ ーズは、 ールの⾼い 性と反 性に り、

RE 上さ ること れ いる。 に、 の 性 に っ ⾼めること 出来れ 、 シ
ーズに る RE の 上 、さ に⾼め れる 性 ある。 こで、本 は、 のセン ニット ⽤い

、学 の 定 の ンニング動 評 する実験 っ 。本学 では、 の実
験 に、 部 び の kinematics の 化 ンニング ォー ンスに及ぼす 考 する。 
 

A10 ー の着用 走 の マ スに す  

⼝ （ 稲 ⼤学⼤学 スポー 学 ） 

⽬ 本 は、 ンニングシ ーズと シ ーズ ⽤時の⾛ 時の下 キ クス
、 シ ーズの ⽤ 下 キ クスに及ぼす にすること ⽬ と 。 対

は⼤学陸上中 68 と 。 ンニングシ ーズ (CONT 条 ) び シ ーズ 
( 条 ) ⽤ 、ト ッ ル上 15km/h で⾛ の下 度 び 部 地 ターン (FSP) 

3 動 ⽤い 出 。 の 、シ ーズ条 間で FSP 化 っ  (NC )、前
部 地 中 部 地 化  (FM )、中 部 地 前 部 地 化  (MF ) に分 、各
に る下 度 シ ーズ条 間で 。 FM では 条 で 初期に
度 有意に 、 期 通 度 、 度 有意に 。NC 、

MF では条 間に有意 は認め れ っ 。考 FM では の 度 化 ことで FSP
化 、 シ ーズ ⽤に る上位 の は いこと 唆され 。 

 
A11 0 走における の と ース の走 フォーム との関  

（ アシックス） 

⾛で⾃ 録 更新する では ーブン ース 望ま いとされる 、 ース に意 い
⼤ 速 経験する ン ーは い。こ 速の い は にされ い い 、 要 要
の と の す⾛ ォー の⾮ 性 れる。 こで、本 では、 ⾛
で に 速する ン ー 有する ース の⾛ ォー 出すること ⽬ と 。 ータ

には 9 性セン と GPS する バ ス ⽤い 、8 の 30 km⾛ ントの ⾛ 5000
以上の⾛ ォー ータ 得 。 に は、 ース 20 km 同 ーブン ースで⾛

ン ー 出 、 10 km の ース推 基に 速 と 持 に分 。 20 km ブ 4
当の ーブン ースで⾛ ン ーに る の 、 速 で ース り する

、 持 に 同 ース 持する で⾛ ォー ⾮ に っ いること と っ 。 
 
A12 000 走における ランスの 性 フォーマンスに す  

（ ⼤学⼤学  体 学学位プログ ） 

陸上 中 ⾛ ⽬の 1 の 3000 m ⾛ (3000mSC) は の中 ⾛ ⽬と り、 物
り 越 るとい ある。これまで の中 ⾛ ⽬の ォー ンスに 要 に い

は く され いる 、3000mSC に い はあまり され い い。本 では 3000mSC の負
性の  ( 題 ) と 3000mSC の ォー ンスに 要 の  ( 題 ) ⽬ と 。
3000mSC む 3 のタ ト アル い、 の前 で ンニングエコ ー (RE) ストとジ ンプ
定 実 、3000m で⾛る TT と 3000mSC に は れ っ 、3000mSC と同速度で⾛
る TT に ると、3000mSC 中の⼼ 、 中 有意に⾼い と っ  (RE ストとジ ンプ に

は れ っ )。ま 、有 性 、ジ ンプ 、 持久 定 、 れ と 3000mSC の
中 ⾛ ⽬の ォ ンスの 、 持久 3000mSC の ォー ンス
に 要である 性 。  
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A13 マラ ン中の ー に を す の 的研究 

⼤ （ ⼤学⼤学 間 合 学 体 学学位プログ ） 

42.195km ⾛る ンは ⾛までに膨⼤ エ ル ー 消 、 ン ーはエ ル ー れ ⾛速度
の 速 こすこと ある。本 では、 ン ーの ン中のエ ル ー動 する めに、
値 定 。 、 ース中のエ ル ー動 、⾛速度の 動 ン ーの 学 と の

連性 あるの 。2023 く ンに出⾛ ン ー25 分 対 と 。対 に
FreeStyle ブ セン ー 、 ン中の 値 定 。25 の 21 は漸 負 試験 い
学 定 。 層 ク スター分 ⽤い、 ンのスタート ールまでの 値の

下 さい  ( 持 ) と⼤ い  ( 下 ) に 分 。本 の は、 持 は 下 と スタ
ート ールまでの 値の 化 有意に さく、 ンの 速 有意に っ 。 学 に

⽬すると、 持 は 下 に 最 脂 化 時の運動 度 (Fatmin) 有意に れ い 。 
 

A14 性の ン ー 走と ース走の走 の ー に す  

道 新 （ ⼤学） 

⽬ 本 は、 過性の ンターバル⾛ (Interval running：I) とぺース⾛ (Pace running：P)の⾛ の
い エ ル ー代 に及ぼす にすること ⽬ と 。 学 ン ー 性 8 対

に、ト ッ ル ⽤い 、I の に P ⾛ する試験 (I+P) と P の に I ⾛ する試験 (P+I) ンダ
オーダーで実 。P は 中 値 2mM 時の速度 (v2) で 18 分間⾛ 。I は 中 値 4mM

時の速度 (v4) で 3 分間、v2−(v4−v2)で 3 分間 3 セット ( 18 分間) ⾛ 。 化  (Percent 
carbohydrate oxidation：PCOX) と脂 化  (Percent fat oxidation：PFOX) は ス分 り評 。

I+P と P+I の⾛ 中の PCOX と PFOX に有意 認め っ 。ま 、P の PCOX と PFOX は前 ⾛
時と ⾛ 時で有意 認め っ 。 I では、前 ⾛ 時に ⾛ 時に PCOX 、
PFOX  (P < 0.05)。 論 ⾛ の いは 体のエ ル ー代 割合に 及ぼさ っ 。 
 

A1  走 に チの 期 を る知覚情報の 討 

⼤晃（ ⼤学⼤学 ） 

⾛る 2 の⾛ の ッ の ンポ く ⾛ 間の同期現 、 ・聴 い れに す
る の 。前 に並 2 のト ッ ル上 2 定の速度で⾛ する実験 っ 。
の⾛  ( ⾛ ) は実験協 であり、 で ッ −3steps/min (spm)、ま は＋3spm することで、

の⾛  ( 験 ) に同期 る 。ま 、 ⾛ の条  ( ⾛ の
・ /聴 あり) と前 の条  ( ⾛ の あり・聴 あり) 定することで、

操 。 ⾛ ・前 、い れの条 に い −3spm 条 で 験 の ッ 遅く っ
。＋3spm 条 で速く る は れ っ 。ま 、 と前 で同期の程度に は っ 。この
は、本実験に る⾛ 間の同期現 の要 、 りむ ろ聴  ( ) であること 唆
いる。 

 

A1  フ マラ ンにおけるフ ニ ム別の ース 性とその  

前 正 （ ⼤学 ⼤学 ） 

景・⽬ ル ンでは ーブン ースで⾛ 続 ること ⾼い ォー ンス 揮に望ま い
とされ いる。 、 ニッシ タ  (FT) 遅い ほ ース 持 であるとい 現状 ある。
本 では FT の ース 性と れに する要 にする。 対 は く ・ ・
熊本 ン ⾛ 性市⺠ ン ー375  ( ブ 3：86 、 ブ 3.5：122 、 ブ 4：102 、 ブ
4.5：65 ) であっ 。対 は、 ース のアン ート  ( 間⾛ 、 ン出場回 、 ) に
回 のであっ 。 5-10km の 速度 基 に、 の前 の ース 化 ところ FT 遅
い ほ 最初の 5km の 対 ースは遅 っ  (5-10km での ースアップ) 。 、10km 以降はい れの

で 20km 地 まで ース 化 く、 れ以 に ース 化に 表れ い 。本 表では、
の要 に い さ に深め 分 紹 する。  
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A1    の に関する研究 

（⼤ 体 ⼤学） 

UKK Walk Test は、1990 代に ン ン の UKK 所で され ォーキング ストである。 ー
ロッ 中⼼に く ⽤され いる ⾝持久 ストで、 は 2km で るだ く歩 、 ール時の
タ と⼼ VO2max 予 する。 、 で われ いる ⾝持久 ストは 20mシ トル

ン 12 分間⾛ の ンニング 運動であり、す の 代の 共通 実 で る ストとは
い い。⽇本では、これまで UKK Walk Test の存在はほと れ い っ 、 、中⾼ ォ
ー ーの間で り ある。UKK Walk Test は北 対 に され ストであり、推定されるVO2max

⽇本 に ⽤ は 分に され 、現場の 導 は VO2max の過 評 の 性
され いる。 こで、本 では、⽇本 対 に UKK Walk Test の 当性に い すること ⽬

と 。対 は 20 歳 74 歳までの 115 であり、 での VO2max ストに る の 値
存の推定 に い ので する。 

 

A1  フ マラ ン けト ーニングとしての 0 走の 性： ース に着目した  

稲 （ アシックス） 

ル ント ーニングでは、 ー ン 前に経験すること であっ 、昨 では
30km ース 、 録 ⽬ す ン ーにとっ の新 試⾦ と っ いる。30km⾛は ー

ンで経験出来 いグ コー ンの こと ⽬ と 推奨され いる 、30km⾛の性
ースとの に する は い。本 では、30km⾛・ ル ン・ ー ンに ⽬ 、

ル ンとの 性 ト ーニングと の有 性 。 には GPS する 9 性セ
ン ⽤ 、 ースに る 5,000 超の⾛ ータ 得 。 ース推 に ⽬すると、い
れの ースで で 速 ン ーの存在 認め れ、 く るほ の割合 。ま 、

速のタ ング・ ース 化 は 30km ⾛と ル ンで同 の であっ 、 ー ンとは
っ い 。30km⾛は ル ンのト ーニングに有 と考 れる 、 ース 分 導の

要性 唆され 。 
 
A1          

の と 性お 性の 討           下 （HALE ALOHA） 

 の ンニング ン ー ⾃ 評 で る  University of Wisconsin Running Injury and 
Recovery Index (UWRI) の⽇本 、信 性と 当性 。アメ の り
得 ⽇本 。市⺠ ン ー74  (49.5 歳、 ン 11.8 、 間⾛ 181km) で

ところ、UWRI は ォー ンス ⼼ 回 の 4 9 ⽬で され 合性 ⾼
っ  ( 0.9)。UWRI は の さ (NRS) と負の  (r=−0.73)、 ンニング の⾃ 善度と正の

(r=0.64) れ 。64  (86 ) 中の り、 ビ 中の ン ーは 26  (35%) 
で、 の っ 。 ビ の UWRI (17.7) は、⾮ ビ  (28.3)と 有意に いスコアと

っ い 。⽇本 は、 と同 に⾼い信 性と 当性 有する 度で、⼼ め コン
ションの 予 、 の と く ⽤で る。 
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01        

              Shion Hotta（The University of Tokyo） 

Endurance running in school education generally emphasizes each student noticing physical responses and changes 
associated with running methods and pace distribution while running long distances, and mastering exercise methods 
based on these. During his elementary school runner days, the author conducted experiments on himself to determine the 
appropriate running methods and pace distribution for 1,000m endurance running, and drew the following conclusions. 
Based on heart rate and time, (1) to run endurance running the fastest, run the first 100m at about 90% of your strength, 
and then continue running at a level of strength that does not make you suffer until the goal. Next, (2) to complete 
endurance running without much suffering and in a reasonable time, run the first 100m at about 70% of your strength, 
and then increase the pace toward the goal. However, if the educational use of cybernetic avatars, which are currently 
being researched and developed, becomes a reality a possibility exists that such insights will no longer be obtained in 
endurance running in physical education activities. This study examines the educational issues in endurance running using 
such avatars, including legal and ethical perspectives. This work was supported by JST Moonshot R&D Grant Number 
JPMJMS2215. 
 

要 学 に る持久⾛は、 に各児童・ 徒 い ⾛り続 る中で、⾛
ース 分に ⾝体 反 化に 、 れ ま 運動 体得する に れ いる。

⾃⾝、 学 ン ー時代、1,000m の持久⾛での ⾛ ース 分 す く、⾃ 対
に実験 、以下の 論に っ 。ま 、⼼ とタ に基 、 持久⾛ 最 速く⾛る め

には、最初の 100m 90%程度の で⾛り、 の 、 ールまで く い程度の で⾛り続 ること、
に、 持久⾛ あまり ま 、 れ りのタ で ⾛するには、最初の 100m 70%程度の で⾛り、
の ース ールに 上 いくこと、である。 、 め れ いる バ
ック・アバターの 利⽤ 現実化すれ 、体 活動に る持久⾛の中で、こ 得

れ く っ ま 性 ある。本 では、 アバター ⽤い 持久⾛に る 上の 題に
い 、 交 する。 、本 は JST ーンショット 、JPMJMS2215

の のである。 
 

02 ランニング ー の に す  

健 （ ⼤学） 

⽬ 本 の⽬ は、 ンニングシ ーズの ールの い 代 に及ぼす にすることと
。 対 は 性 9 で、 と のシ ーズの 2 条 クロスオーバー ンで
。各条 で 3回の 定 い、最初の 定はプ 定、 に ンニング わ 1 間経過 に 2回⽬

の 定、 1 間にわ り ⾛ 40〜50 、⾛速度は 1 あ り 5 分 50 〜6 分 30 で ンニン
グ っ に 3 回⽬の 定 実 。 定 ⽬は 代 ー ーと 。⾛ と⾛速度はス ート
ォッ ⽤い 定 。 ⾛ は 41.0±1.0 、 41.3±1.0km であり、⾛速度

5 分 48 ±18 / 、 6 分 00 ±14 / だっ 、これ の に有意 は れ っ 。
代 ー ーに い 条 間での は れ っ 。 論 同 の⾛ ⾛速度の条 下に い

ンニングシ ーズの ールの い 代 に与 る には いこと 唆され 。 
 

03 000 走の第 4 における ー ングの  

丸 祐⽮（ 体 ⼤学） 

 本 は、3000m ⾛の第 4 物に る 、 地 に い 録上位 と 録下位 で
る にすること ⽬ と 。第 4 物は ー スト ートに され、 ール 前の最 の
物に る。第 4 物 い にク アする 位 で 要である。本 では 3000m

出場 15 分 、 録上位 8 と 録下位 7 とで 。 、 地 、3 歩前
及び 3 歩 地 に い 周回の 2要 分 分 っ 。 地 は、 録上位 のほ 録下
位 り っ 。3 歩前 は、 録上位 のほ 録下位 り く、7周⽬のほ 1周⽬

り っ 。3 歩 地 は 録上位 のほ 録下位 り く、1周⽬のほ 4周⽬ り
っ 。 録上位 は ール 前の第 4 物で 3 歩前 いこと 、 ストス ートの めの
残 い 性 ある。  
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04 大 ト ランニングにおける の に る の 討 

（ ⼤学） 

景 最⼤下 定速度での⾛ 中には は定 状 に る。 、 地時間(CT) に い 定
に るまでに要する時間 する は く、代 定時と同期 タ ング CT 評 いる。 ⽬

最⼤下ト ッ ル ンニング中の CT 定 に る時間 にすること ⽬ と 。
性 ⾛ 5 対 と 。ト ッ ル上で 3 分間の⾛ び 2 分間の る漸 負 試
験 い、 中 び 地時間 録 。 性代 値 (LT) で⾛ 15.6 km/h の
⾛ び LT 超過 19.2 km/h の⾛ 分 の対 と 。3 分間の⾛ の 、CT は⾛ 15
前 の 10 歩の 値 定 状 と 。⾛ び⾛ 5, 10, 15, 30, 60 の 値 分
対 区間と 。 LT び LT 超過の速度の⾛ に る⾛ の CT の  

(ICC) は の時間と さく、⾛ 前の値と れ っ 。ま 、LT 超過の速度の⾛
に る 動 は 5 地 まで ⼤ っ 。 っ 、最⼤下ト ッ ル ンニングに
る CT は⾛ 10 程度で定 に ること 唆され 。 
 

0  の 変 長距離ラン ーの ン ニング と る  

⼤ （ ⼤学） 

 ⼼ 動 (HRV) は、⾃ 経 の び回 の状 す である。スポー 現場に い は、
に 持久性アス ート 対 に、ト ーニング コン ショニングの と の有 性の

われ いる。 HRV の反 は ⼤ く、 性のある 得 れ い い。本 では、
ン ー1 対 にト ーニング負 と HRV の 性に い 。 時の HRV と

体 、ト ーニング中の運動時間と⼼ 録 。 の ト ーニング負 と HRV の 性は
で っ 。 期間中に 要 ース まれ り、 ース前にト ーニング負 いる

に わ HRV 下する れ 。 、HRV と ース ォー ンスは、 連 いる
性 され 。HRV はコン ショニングの と 有 であると同時に、ト ーニング負 以 の⼼
要 に 録 いく 要性 唆され 。 

 

0  大 の を する長距離走 の 関 の  

上久 利 （ 稲 ⼤学⼤学 スポー 学 ） 

⼤ は、 ⽬で すること され いる 、要 に い は、
わ ほと され い い。 ⽬ 本 では、⼤ 有する の の

にすることと 。 対 は 性 ⾛ 39 78 と 。⼤ の
の有 は、 り回 。 は、MR に り 得 、 の 前 度・

度・Lateral Center Edge Angle (LCEA)・⼤ 体  (NSA)・ -angle 。 は、⼤
の のある  (FSF ) と の い  (対 ) の２ 間の 対 の い t- 定 ⽤い
。 ・考 NSA に い FSF 対 り さ っ  (p=0.008、 Cohen’s d=.747) 。 の の

⽬では、２ 間に は れ っ NSA さいことは⼤ 部に ーメント
⼤すること 、FSF では する⼤ 側部 のスト ス ⼤すること 考 れる。 論 ⼤

有する では、⼤ 体 さいこと である。 
 

0  ラン ー け チ ト ト ラン ーチ の  

出村 （⾦ ⼤学） 

 市⺠ ン ーは、 のコー い い め、ト ーニング ブ ト、SNS、YouTube
得ること い。 、これ の は で、 っ 学 の い体験

まれ いる。この 題に対 する め、 は市⺠ ン ー ⽤の AI ット ット ンコー Run
いる。この AI ット ットは OpenAI に っ され ル ーダル⼤

ルである ChatGPT-4 定の⽬ に合わ スタ ズで る GPTs (GPT Builder) ⽤い いる。GPTs
はプログ ング IT の ⾨ スキル く 、 ット ットの 前、 ⽤⽬ 、 割、対話

と る の 定 の 定 するだ で、 ット ット で る。本 では GPTs
⽤い ンニングコー ⽤ AI ット ットの 体 り 紹 する。  



 
- 42 - 

0  スト スを用 た長距離 の ン ニング評価 

（ ⻄⼤学） 

⽬ 対 に、 期間に っ に 、 化スト ス状 、 ォー ンス、
ト ーニング、 、 定期 に ニターすることで、 化スト ス状 に及ぼす にす
ること ⽬ と 。 の学 対 にコン ションのアン ート 4 間に り 1
⽇ 2 回実 。アン ート と 、 時は、 時⼼ 、 時体 、 時体 、 時間、

の  (10段 )、 の有 、 体 体  (10段 )、⾝体の  (10段 )、 意  (10段 )、2
分 度 (8 ⽬の ) で、 は、 体 体 、⾝体の 、 意 、本⽇ 3 通 の

、本⽇の⾛ 、本⽇の 度、本⽇の 、2 分 度であっ 。コン ションアン
ート期間中に 化スト ス (d-ROM) と 化  (BAP) 4回 定 。ま アン ート期間の前 に ン
ニングエコ ー 定 。 化スト ス状 と との 連性に い する。 
 

0  走 フォーマンスを した ラン ーの走  

： 000 の ース ー の 討         央（ アシックス） 

 最⼤⼼ の 下 る⾼ ン ーにとっ 、 ン ーと同 の速度で ⾛
することは 対 に⾼い負 ること 意 、 れに対 で る め れる。 の
と 、⾼ ン ーに 有の⾛動 の され いる ののこれ は ストの にと ま
り、実 の ースに い ン ーの ォー ンス ル は い。 こで本 は、
ンニング ル毎の に る⾛動 の ⽬ と 、 30K ースに る 20代 80代まで
の 5,000 超の 録と ア ブル 9 性セン っ 動 ータ 。 上
るほ ース 録とス ップ 下する れ 、ス ップ 度と の 性は っ 。

ま 、 に わ 速い ン ーは短い 地時間で⾛ い 。 ース 録に わ 上下動は と
と に 下 、 下に対する⾼ ン ーの の 1 と考 れ 。 
 

10 ー ントを用 た のランニングフォーム ス ム 

新村 （ ⼤学） 

 ンニングに ⾨ 持 い にとっ 、 に⾃⾝の ォー 評 することは
い。 こで本 では、スポー で 軽に ォー で る 、 メ ⽤い ンニング
ォー ⾃動 するシス の ⽬ とする。本シス は、ト ッ ルの 側 と に
メ ンニング 、 認 に り⾝体のキーポ ント 出 ォ

ー する。 ォー する めに、 ⾨ ⽬する評 ⽬ 考に 10 の ンニング ォ
ー と の 出 。本シス に る と実 に ンニング ⾨
評 ところ、 と ⾨ の評 には 連性 れ のの、 ⾨ と同 の評

で るほ の 度では く、同 の評 で る 善 要である。本 表では、 ンニ
ング ォー シス 紹 、本シス 利⽤ ンニング ォー に い

する。 
 

11 の持 ランニング 中の の に を す の 討 

（ ⼤学 学部） 

景・⽬ 度の運動 時間 続すると、脂 エ ル ー と り、 中 トン体値 (KB) 上
すること れ いる。通 は に 値 (BS) 上 、KB は 下する 、 時間の持続運動中
これ の 同 である にする め、 時間の持続運動中の BS、KB に 及ぼす

。 ト ックに 6 ⽇間での⾛ に 1 験 と 、
中 6 時間ごとに BS、KB、 中 値 (LA) 定 。 、 中に 験 経⼝

物 録 。 ・考 BS は各回の 定 前に ロ ーとの 認め っ 、 定
前の⾛ との間に負の 認め れ 。 まり、 時間の持続運動中の BS は 前 ロ ーで

は く、 前の運動 度に 存 いる 性 唆され 。ま 、 中の LA は に 1 mmol 前 で推
、 中の運動 度は め 度であっ こと され 。  
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12 ース中におけるラン ーの と の 性の関 性 

（アシックススポー 学 所） 

 ンニングに い 、動 の ⾮対 性 さくすることは、 ンニングエコ ー 上さ
ル ⾼める上で 要だと考 れ いる。 、こ ⾮対 性は⾛ 速度 ⾛ に っ 化

すること 唆され いる のの、 では 験 の 運動 度、 速度 の条
定 であり、 ルとの 連性は だ にされ い い。 こで、本 では、 ース での⾛

速度 と動 の⾮対 性との 、 ン ーの ル間で することで、動 の⾮対 性と
ルの 連性に い 唆 得ること ⽬ と 。 で 催され 30km ントの ⾛

5000 以上 対 と 、GPS の 9 性セン に り、⾛ ース 動 の ータ 。
ータ とに、 ース に る と動 の⾮対 性との に い ル ース

動の 分 する。 
 

13 性 ラン ー ランニングを た  

の スト に る プローチ          上 （ 学 ⼤学） 

 本 表では、 性市⺠ ン ー ンニング め くは 動 に い 、⾃ の
キスト分 に るアプロー ⽤い、 の 性に い にする。⾃ で れる

に、 動 では現れ こ い 性 れるのでは い と 。
れ にすることで、 性市⺠ ン ー す り の っ の に るのでは い と
考 いる。 こで、 導に わる ンニング ー の 性市⺠ ン ー 対 にアン ート
実 。2023 4 7 に 催 時に、 信⽤ と共にアン ート⽤ 、71部

57 部 回 。 の 、14 中 期間ありと回 いる。 ンニング め くは
動 に い れ ⾃ の は、KHコーダー ⽤い 分 。 、 の に

い は当⽇ する。 
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学 （ ） 

 

顧    地 啓   ⻄    宇  彰朗 

久     隆    秀幸 

 誉 顧  ンク・ショーター 

ル・ ン ロック 

      

副       乃  

       

副    牧 利      

    河合 ⾹   孝    利  

得  雅    ⾹⾥   本   

有  正    朗  

     海   榎本 ⼠   ⼤  栄 

笠  爾   善    丹  弥 

前河   齋  祐      

本 正彦  伯 朗    基 

⽵  健   中     

⾼  苗   敏    桧   

 

 

学 大   

 

⼤    （北海道 ⼤学） 

実  上 （北海道 ⼤学） 

実     （ ⼤学）    （⼤ 学 ⼤学） 

 （⼤ 体 ⼤学）  本  （ 梨学 ⼤学） 

 海 （天 ⼤学）    善 （ 学 ⼤学） 

得  雅 （ 共 ⼤学）   基（ 学 ⼤学） 

齋  祐 （ ⾨ ⼤学）   道 （NPO ン ーズ ポート北海道） 

⼝ 彦（北海道 ⼤学）  瀧  騎（ 団 ⾝体 ） 

 康 （北海道 ⼤学）  辻村 奈（Evolution Track Club） 
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鈴木　立紀　　山本　正彦　　岩山　海渡　　清水　泰生
高橋　早苗　　齋藤　祐一　　田中寿美子　　笠次　良爾
佐藤　善人　　三橋　敏武　　大崎　　栄　　前河　洋一
※理事会は会長以下31名で構成

大 会 長
実行委員長
実行委員

特別協賛

吉岡　利貢（環太平洋大学）
齋藤　祐一（環太平洋大学）
松生　香里（川崎医療福祉大学）　　保科　圭汰（環太平洋大学）
田中　耕作（環太平洋大学）

環太平洋大学

第34回ランニング学会大会実行委員

ランニング学会 入会案内
あなたもランニング学会に入会しませんか？

◯本学会に入会を希望される方は、会則（ランニング学HPの会則を参照）に従って正会員の推薦
を受け（入会申し込みの際、氏名入力）、入会申請を行なってください。

◯なお、入会金 1,000 円、年会費 7,000 円（学生 5,000 円）を入会申請に沿ってお振
り込み（銀行振込：バンクチェック）頂きます。

〒564-8511 大阪府吹田市岸部南2-36-1
大阪学院大学経済学部 山内研究室
E-mail:office@e-running.net

ランニング学会HP 学会員マイページ

あなたのランニング（ウォーキング）ライフに新しい風を起こしてみませんか。
それがきっとあなたには追い風になって、より豊かなランニング（ウォーキング）ライフとなるでしょう。
健康的に、競技的・スピードに、ストレスに対するヒーリングとして、あるいは美容に、あなた自身
のランニング（ウォーキング）文化創造をお手伝いしたいと考えています。

ランニング学会は、どなたでも入会できます。
研究者、ランナー、ジョガー、ウォーカー、競技者、コーチ、
そして、これからやってみようかと思いのあなた、
さあ、いっしょにどうぞ！！
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ランニング学会は、研究と実践を通してランニングとウォーキングを
正しく普及・発展させようとする学会です。

お問い
合わせ
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エムジーファーマ株式会社  株式会社フォーアシスト 
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クリヤマジャパン（株）  株式会社ランナーズ・ウェルネス 
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製品展⽰ カシオ計算機株式会社  雪印メグミルク株式会社 

東洋メディック株式会社  Runmetrix（株式会社アシックス） 

富⼠医科産業株式会社   

 
 
 

 
第 36 回ランニング学会大会号 

 
2024 年 3 ⽉ 5 ⽇発⾏ 

 

発⾏者   鍋倉 賢治 

 

編集者   井上 恒志郎 

 

発⾏所   第 36 回ランニング学会⼤会事務局 

      〒061-0293 

      北海道⽯狩郡当別町⾦沢 1757 北海道医療⼤学 運動科学研究室内 

      Tel：0133-23-1420  Email：run36hsuh@gmail.com 

      ランニング学会：https://e-running.net 

 

ご協力・ご協賛いただきました企業団体 

広告 アーカイブティップス株式会社 有限会社シーエフ スポーツ事業部 

Amazon シスメックス株式会社
株式会社アールビーズ セコム株式会社
有限会社エスアンドエムイー Number 

Evolution Track Club  ⽇本道路株式会社 

エムジーファーマ株式会社 株式会社フォーアシスト 

株式会社⼤修館書店 深川市教育委員会 

カシオ計算機株式会社 富⼠医科産業株式会社 

クリヤマジャパン（株） 株式会社ランナーズ・ウェルネス 

サッポロビール株式会社 RyukokuAC 

製品展⽰ 東洋メディック株式会社 雪印メグミルク株式会社 

富⼠医科産業株式会社 Runmetrix（株式会社アシックス） 

第 36 回ランニング学会大会号 

2024 年 2 ⽉ 22 ⽇発⾏ 

発⾏者   鍋倉 賢治 

編集者   井上 恒志郎 

発⾏所   第 36 回ランニング学会⼤会事務局 

〒061-0293 

北海道⽯狩郡当別町⾦沢 1757 北海道医療⼤学 運動科学研究室内 

Tel：0133-23-1420  Email：run36hsuh@gmail.com 

ランニング学会：https://e-running.net

印    株式会社 サツアルファ 



ご協力・ご協賛いただきました企業団体 

広告 アーカイブティップス株式会社 有限会社シーエフ スポーツ事業部 

Amazon シスメックス株式会社
株式会社アールビーズ セコム株式会社
有限会社エスアンドエムイー Number 

Evolution Track Club  ⽇本道路株式会社 

エムジーファーマ株式会社 株式会社フォーアシスト 

株式会社⼤修館書店 深川市教育委員会 

カシオ計算機株式会社 富⼠医科産業株式会社 

クリヤマジャパン（株） 株式会社ランナーズ・ウェルネス 

サッポロビール株式会社 RyukokuAC 

製品展⽰ 東洋メディック株式会社 雪印メグミルク株式会社 

富⼠医科産業株式会社 Runmetrix（株式会社アシックス） 

第 36 回ランニング学会大会号 

2024 年 2 ⽉ 22 ⽇発⾏ 

発⾏者   鍋倉 賢治 

編集者   井上 恒志郎 

発⾏所   第 36 回ランニング学会⼤会事務局 

〒061-0293 

北海道⽯狩郡当別町⾦沢 1757 北海道医療⼤学 運動科学研究室内 

Tel：0133-23-1420  Email：run36hsuh@gmail.com 

ランニング学会：https://e-running.net

印    株式会社 サツアルファ 







大好評！　超お得な年会費7 ,800円

ランナーのためのサブスク「ランナーズ＋メンバーズ」のサービス内容はこちら
①本誌定期購読（自宅に毎月雑誌が届く）
②過去13年分の本誌記事が読み放題
③毎週末開催のオンラインレース（TATTAサタデーラン）に参加できる（無料）
④ランナーズ＋inチームに入会できる（＋1000円）
※過去13年分の記事は電子版のみです（最新号は自宅に毎月届きます）。

最新号+過去13年分が読み放題！
メンバーズ「 」

《お申込みと詳細はこちら！》https://runnet.jp/runners/

筑波大学の鍋倉賢治教授
が実験で証明、ランナー的ダ
イエットの方法も指南しまし
た。（17年2月号）

「1㎏痩せれば
3分速くなる」

青山学院大学の原晋監督が
「業界を盛り上げるために必要な
こと」を語った。（21年7月号）

「1億円ランナーを増やしたい」

23年10月のMGCでレース大半を独走して4
位に入った川内優輝選手が大会に向けた高
地トレーニング等の準備を綴った。（24年1月号）

サブスリーの会
藤原新コーチ
※ロンドン五輪代表

歩かず完走の会
森川優コーチ
※柔道整復師、トレーナー

弓削田眞理子の会
弓削田眞理子コーチ
※人類初のサブスリー
　60代女性

330の会
川内鴻輝コーチ
※川内家三男

新厚底シューズをはきこなす会
藤原岳久コーチ
※シューズアドバイザー

サブフォーの会
矢田夕子コーチ
※治療家&
　トレイルランナー

もっと加齢に打ち克つ会
長江隆行コーチ
※マラソンランキング1位4回

川内優輝・独占手記
「MGCへのトレーニング」

最後は気力と体力……
「ランニングで”がん”に克った！」
闘病生活を乗り越えたランナーが語る
「走っていて良かった！」（18年4月号）

電子版で全て読めます

過去13年間のランナーズ本誌に掲載されたトピックスを紹介。
ランナーズ+メンバーズ会員になると全てデジタル版で読むことができます！

これがランニング界13年のトピックス！

93歳でしまだ大井川マラソンを完走
した上野山馨さん（97歳）ら、100歳
現役ランナーを目指すスーパーシニ
アが登場！（23年3月号）

「90歳を超えても走り続ける
 スーパーシニアたち登場！」

静岡県下田市の
「下り坂道場」参加
者は「1カ月で体重2
㎏減」「脚の痛みが
消えた」などの効果
実感！！（15年8月号）

常識破りの「下り坂道場」谷川真理の
「サブフォー達成
          10の提言」

谷川真理さんから
サブフォー達成の
ための提言！
（18年2月号）

特別対談
「小出義雄＆増田明美」
亡き小出義雄監督が語った「夢を与えれ
ば選手は自分から努力する」（16年9月号）

〝50代初達成〟はできる！
「サブスリーは
      　 夢なんかじゃない！」
50代で初サブスリーしたランナーたちの
努力と工夫を一挙ご紹介！
（19年5月号）

厚底シューズが人気の今とは
対照的！ キッカケは一冊の翻
訳本。（15年12月号）

「数年前まで…
裸足ランが流行！」

とは？
同じ目標達成を目指す仲間同士でチーム
（会）を作る、オンライントレーニング＆コミュ
ニティサービスです。毎週月曜に専属コー
チからちょっぴりキツい（⁉）目標達成チャ
レンジ（練習や課題）が届きます。実践した
感想や疑問は、同じ目標を目指す仲間同
士の掲示板で共有することができます。

大好評！！





私たち⽇本道路はスポーツを応援しています





スポーツ雑誌「Number」編集部が、 DO スポーツを愛するす
べての人々に送る雑誌です。 ランニング、 体幹、 ストレッチ、 
フィットネス、 登山、 ダイエット、 栄養学などを特集しています。



設置のための相談や、デモンストレーションなど、お気軽に問い合わせください。
sales@archivetips.com

アーカイブティップス株式会社
www.archivetips.com

マーカーレス＆マーカーベース両対応ランニング分析ツール

・マーカーレス & マーカーベース両対応
・だれでも簡単！ワンクリックでフォーム分析
・たった１分簡単キャリブレーション
・各種 筋電図／床反力／トレッドミルなど連動
・あらゆるシステムとの外部同期

Running Analysis !

モーションキャプチャー



モンドトラックWSは、MONDO 
社（イタリア）製の陸上競技用
全天候舗装材です。シート状な
ので、寸法安定性が高く、グ
リップ力、衝撃吸収力、反発力
が優れています。生体力学に基
づき、アスリートの視点に立っ
て製品開発・改良がされ、最強
の競技性と安全性を実現して
おり、主要な国際大会で連続
採用されております。

モンドターフは、衝撃吸収性が高く、
跳ね返り感を抑え、利用者の身体へ
の負担を軽減できる「エコフィル」
を充填した人工芝です。競技性の高
さから、国際大会での採用実績もご
ざいます。「エコフィル」は、競技面
のみならず、重金属物質の含有量が
極小の為、環境に配慮しています。
更に、専用アンダーパット「ファイン
チューンシステム」との組合せで、保
水性による温度抑制効果を出すこ
とが出来ます。

大 阪 本 社　〒540-6325　大阪市中央区城見1丁目3番7号（松下IMPビル25階）　TEL 06-6910-7013（大代表）
URL https://www.kuriyama.co.jp

製品に関しましては下記までお問合せください
新大阪支社 ／ 大阪スポーツグループ 〒532-0011　 大阪市淀川区西中島1丁目12番4号 TEL 06-7662-8975東 京 支 社 ／ 東京スポーツグループ 〒101-0054　 東京都千代田区神田錦町2丁目2番地1（KANDA SQUARE 18階） TEL 03-5217-3253名古屋支店 ／ スポーツ・建設資材チーム 〒450-0002　 名古屋市中村区名駅3丁目11番22号（IT名駅ビル2階） TEL 052-586-1313㈹九 州 支 店 ／ スポーツ・建設資材チーム 〒812-0006　 福岡市博多区上牟田3丁目3番24号 TEL 092-413-5510㈹  仙台営業所 ／ スポーツ・建設資材チーム 〒980-0014　 仙台市青葉区本町1丁目11番1号（HF仙台本町ビルディング7階） TEL 022-263-6951金沢営業所  〒920-0853　 金沢市本町 2-15-1（ポルテ金沢7階） TEL 076-223-6631広島営業所 ／ スポーツ・建設資材チーム 〒732-0827　 広島市南区稲荷町5番18号（三共稲荷町ビル7階） TEL 082-262-2171㈹

世界陸連（WA）公認品

世界の競技場を席巻する 世界最高峰のクオリティ

クリヤマ
コーポレート
サイト

クリヤマ
ホールディングス（株）
CMギャラリー

モンドトラックWS

屋外スポーツ用 全天候型舗装トラック材 特殊弾性材入りロングパイル人工芝

モンドターフ



祝　第３６回ランニング学会大会
　近年、食の崩壊が進み、身体に良い食べ物を選択することすら難しくなってきました。
子供たちの身体はジャンクフードに蝕まれ脆くなっています。ましてや、トレーニングに
よるダメージを受け、消耗の激しいスポーツ選手の身体はもっと危険な状態にあります。
　私たちシーエフ社は、そのようなジュニアアスリートが健康を保ち、元気で、丈夫な強
い身体をつくることを願って１９９１年の設立以来、全国のジュニアクラブ、中学校、高
校、大学、実業団チームを対象に食生活・栄養指導を行ってまいりました。
　また、バランスの良い食生活を行っていても補いきれない栄養を補ってもらうために、　また、バランスの良い食生活を行っていても補いきれない栄養を補ってもらうために、
安全性と機能性を追求したサプリメントフードの開発を行って参りました。私たちの理念
「まじめなジュニアアスリートの育成」が商品名となり「セリア：まじめな（伊）」とい
う栄養補助食品が誕生したのです。
　おかげさまで今日ではスポーツ栄養情報をお届けするメールマガジン「セリア通信」な
らびに栄養補助食品「セリア」は多くのジュニアアスリートはもちろん、多くの陸上長距
離チームにご愛用いただいております。

スポーツ栄養情報満載
メールマガジン「セリア通信」

←ご登録はこちらから。

有限会社シーエフ スポーツ事業部
URL https://www.cf-seria.com/
SHOP https://shop.cf-seria.com/

MAIL info@cf-seria.com
住所　千葉県いすみ市松丸418-1

電話　0470-86-5777
担当 山根武司担当 山根武司



Evolution Track Club
拠点：埼⽟・北海道千歳
〒332-0016 
埼⽟県川⼝市幸町2-2-16 3F
TEL：0120-229-108

⼦供から⼤⼈までが活動できる
陸上競技クラブ

１

２

Ө

北海道深川市教育委員会 生涯学習スポーツ課

☎ 0164 26 2343(直通)  
 �090 8896 1716（合宿専用） 
✉ sports@city.fukagawa.lg.jp 

第 36 回ランニング学会大会 

開催おめでとうございます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




